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「下鴨泉川亭J の

見学会

第26回茶室見学会

何有荘

( かいうそう)

(通常非公開)

音羽電機工業側

雷テクノロジー

センター見学会

この見学会は、建築C P D情報提

供制度認定プログラムです。

制大阪府建築士会 ( 3 単位)、

(他日本建築家協会 ( 3単位)

日本建築協会

会 邑

冨 回

日本建築協会京都支部の企画で、下鴨

神社に隣接する「旧泉川亭J を復元修

復・増改築しでつくられた宿泊施設

「下鴨泉川亭j の見学をすること にな

りました。この「下鴨泉川亭」は川端

康成が恩索に耽った母屋を中心と した

数寄屋造りの建築群で、現在は非公開

とな っています。

京都支部会員に限らず、多くの会員の

日 時 2009年10月31 日(土)

14 :  00- 16  :  30 

講 師 中 村 昌 生 氏

京都工芸繊維大学名誉教授

見 学 先 何 有 荘

集 合 何 有 荘 玄 関 前

京都市左京区南禅寺福地町

46/ 京都市営地下鉄東西線

「蹴上 ｾｊ 下車 Ｑ 番出口より

徒歩約 5 分、市バス「南禅寺

永観堂道j 下車徒歩約10分

定 員 30名 (先着順)

参 加 費 会 員4，000円、一般5，000円

学生は各半額

申 込 F A XまたはE- mai l で、

①催し名「茶室見学会j

②氏名

①会員 ・一般の別

雷による被害金額は年間2000- 3000億

円と言われます。事務所 ・工場 ・住宅

のIT化、機器の高度機能化と異常気象

により 、その被害領域は広がり 、身近

には落雷でパソ コンが破壊される など

思いがけない被害例も出てきています。

冬には、日本海側では雷の季節を迎え

ます。この時期に合わせて、避雷設備

方々のご参加をお待ちしています。

日 時 2009年10月19日(月)

13:  30- 15:  30 

見 学 先 下鴨泉川亭

京都市左京区下鴨泉川町25- 4

集 合 下 鴨 泉 川 亭 玄 関 前

京阪出町柳駅・叡山電鉄元田

中 駅 徒 歩 約15分

④職場名または学校名

⑤参加証送付先 (郵便番号)

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

申込先 制 日本建築協会編集事業課

T E L :  06- 6946- 6981 

F AX :  06- 6946- 6984 

E - mail ・j igyoka@aaj . or.jp

担当主査 森田芳次/ 安井建篤信十軒斯

(事業委員会情報見学小委員会)

今回も、中村昌生先生のご紹介で「何

有荘J を見学させていただきます。

何有荘は、南徳寺t吾頭の跡地で、 明治

38年、稲畑産業の創始者である稲畑勝

太郎氏が 7 代田小)11治兵衛に命じて作

らせた池泉回避式庭園です。庭園に流

れる滝や池の水は、琵琶湖疎水から直

説明者山本良介アトリエ

定 員 20名 (先着順)

参加費 日本建築協会会員 1，000円

申込み電話または F A Xで、

日本建築協会京都支部事務局

へお申し込み ください。

F AX ・075- 255- 6077

T E L :  075- 211- 2857 

接取り入れられ、疏水の観点からも重

要な存在とな っています。

その当時は、「和楽庵J と呼ばれてい

ましたが、稲畑氏の没後、宝酒造の大

宮氏が譲り受け、「何か有る織で何も

無い。何も無い様で何か有るj という

意味の禅の言葉から「何有荘j と命名

されました。

庭内の茶室「穣吟庵」は、明治28年に

京都で開催された内国勧業博覧会に造

立出品され たものを移築したもので、

3 畳台 目と2 畳台目向板の 2 つの茶室

があり 、明治天皇もご愛用された由緒

正しい茶室です。

京都市街を一望でき 、傾斜地を利用し

たダイ ナミックな落差を持つ約 6 干坪

の素晴らしい庭園を 、この機会にぜひ

ご覧いただきたいと思っております。

第 1 回グランプリ作品「雷光石火J

1999年 7 月21 日樋影

音羽電線工業側 “ 雷" 写真コンテス ト提供

のト ップメーカ 音羽電機工数附雷テ 当日は、雷発生のメカ ニズムの説明か 定 員 40人 (申し込み先着順)

申込み F A Xまたは E - mail で、

①催し名「音羽電機j

②氏名

クノロ ジーセンタ を訪問することを ら、雷鳴や稲妻のデモンストレーショ

企画しました。 ンが予定されています。

日 時 2009年12月 8 日(火) ③会員・一般の種別

14:  00- 17 :  00 ①戦場名または学校名

見学先 音羽電機工事試槻 ⑤参加証送付先

雷テクノロジーセン合一 ⑥連絡先電話番号

尼崎市潮江5- 6- 20 ① C P Dを申誇される方は、

集 合 音 羽 電 機 工 業綿潜テクノロ ジ 申請先の団体名を明記の上、

ーセンタ一正面玄関 下記へお申し込みください。

(13:  30より受付開始) 申込先 制 日本建築協会編集事業課

J R尼崎駅下車 ・線路沿いに T E L  06- 6946- 6981 

西へ徒歩10分 F AX  06- 6946- 6984 

参 加 賀 会 員 1000円、一般1500円、 E - mai l  :  j i gyoka@aaj . or.j p 

学生は500円 * 同業者の参加はお断りいたします。

建援と社会 ・2聞 10 1  



学生のための見学会

f大村工業株)

家具工場J

|  制 叩 …lは肝mまF山F刊 …A

F AX  06- 6946-6984 

E- mai l  :  h- kat ayama@aaj .or. jp 

2  

平成21年度

建築工事実務講習会

この講習会は、建築C P D情 報

提供制度認定プログラムです。

(紛大阪府建築士会 ( 7 単位)

制 日本建築家協会 ( 6単位)

. OMMビル

交通。京阪電車「天満橋J 駅東口、地

下鉄谷町線「天満橋j 駅北改札口から

OMMビル地下 2階に連絡

日本建築協会

会血

耳目

学生のための見学会とは、建築及びデ

ザインを学ぶ学生のために、進行中の

建築現場や工場を紹介し、見学の機会

を提供するものです。大学等の授業だ

けでは、建築現場や工場で製品が作ら

れる過程やものづくりのポイン卜を伝

えることは困難な面があります。 そこ

で、日本建築協会では、教育現場から

の要望を取り入れ、その要望を橋渡し

する役目を担うべきと考え、この企画

を昨年より開催しています。

企函第 35単は、大村工類柳) r家具工

場j です。大正 2 年創業のこの会社は

企画から設計、施工またビル公共建築

物、住宅、庖舗まで幅広く取り組み、

京都に培われた繊細な美意識と匠の精

〔申込書〕

神を受け継ぎ、時代の先端をゆくノウ

ハウとセンスを磨き続けています。

教室内の講義では決して学ぶことが出

来ない制作の現実を、是非見学してみ

てください。

日 時 2009年12月 5 日 (土)

14 :  30- 16 :  30 (約 2 時間)

見 学 先 大 村 工 業補

京都市上京区西御前通下立売

上ル

集 合 現 地

定 員 35名

参加費 500円 (保険代、資料代)

申 込 申 込 用 紙 に 記 入 の 上 、 F AX

またはE - mail で、。

名 ffF 大村工業( 槻家具工場見学会

学 校 名 ・学 部 ・学 科

引 率 者 職 名 ・氏 名
( おられない場合は記入不 安)

学 生 氏 名 ・学 年

学 生 氏 名 ・学 年

学 生 氏 名 - 学 年

参 加 通 知 書 送 付 先 住 所 ・ T  

F AX  06- 6946- 6984 

E-mai l :  h- katayama@aaj.or. jp 

(紛日本建築協会編集事業課

干 540- 6591

大阪市中央区大手前1-7-31 

T EL. 06- 6946- 6981 

I  I却す岨 器 i

T E L . F A X  T E L  F A X  

日 時 : 2009年12月 3 日(木)

9  :  00- 17 :  00 

会場: 大阪マーチャンダイス・マー卜

ビル (OMMビル) 2階3号室

大阪市中央区大手前1-7-31

定 員 : 100名 (先着服)

受講料: 15，000円 (含テキス卜代)

* テキストは、当日配布

- 申込方法

F AXまたはE- mai l t こて、

①催し名「講習会j

②受講者氏名 (年齢)

③事業所名

③安諮票送付先住所

⑤担当責任者

⑥電話番号

①受講料支払方法

(銀行振込、郵便振替、等)

③C P Dを申請される方は、申請先の

団体名をお知らせください。

受講料は、前納制とな っておりますの

で、併せて銀行振込 ・郵便振替等で納

入して下さい。受講料入金確認後、受

講票をお送りいたします。

なお、当会H Pからもお申込みいただ

け ま す の で、http: // www.aaj .or.jp

をご覧下さい。

- 申込先

制 日本建築協会編集事業課

干540-6591 大阪市中央区大手前ト7-31

OMMビル 7F

TEL ・06-6946-6981 FAX ・06-6946-6984

E - mai l: j i gyoka@aaj . or. j p 

URL  :  http: // www. aaj . or. j p 

- 趣旨と内容

・本講習会は、建設業はもとより 、官

公庁 ・設計事務所・設備会社など

幅広い分野の技術者を対象とした

ものです0

・現場実務の基礎である I施工計画j

と「仮設見積j に重点をおき、講義

します。

・都市環境の変化に伴う法令 ・基準の

改正なども加え、技術の進歩に即応

した知識の習得をはかります。

< 取扱銀行>

・三井住友銀行

大阪中央支庖( 普通N o . 860034)

・三菱東京UFJ 銀行

瓦町支庖 (普通No2 10054)

・りそな銀行

北浜支庖 (普通恥272234)

・郵便振替口座 00910- 9- 39975 

. 科目・講師

施工計画

白 塚 芳 郎氏

俗鴻池組大阪本庖建築部部長

池 内 昌 志氏

住都華沼組大阪本后建築部

技術グループ課長

*  
施工計画は、 品質 を確保し、安全で能

率よく経済的に本体工事を進める鎚を

にぎっています。この講習会では、仮

設から地下、躯体i 仕上、設備にわた

り、適切な施工計画の要点をわかりや

すく解説します。

仮設見積

阪 井 聡氏

側大林組滞庖建築生産技術部

計画第 1課課長

*  

仮設工事費は、非常に把握しにくい面

があ って、ついつい単位面積当たり 、

あるいは請負金比率のみで処理されが

ちです。施工計画に基づいた合理的で

迅速な見積方法を解説します。
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- 特集予告

11 月号/ 第16回 私 の 空 間 作 法

編集委員会 (平成21年度)

12月号/ 構造家日記~頭の中をのぞいてみたら~

1 月号/ 日建股計創業110周 年
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ro 今月の表紙

企 画 問 調l一 博 企 画 写 真 デ ザ イ ン 花 域 辰 男

「木」

東大寺南大門は、現存する大仏様の寺院建築として、 18本の柱( 直径90cm、

高さ21m) により構築されてL唆 す。

その存在感を際立たせるのが、樹齢800年余りの桧柱の深みある表情であり、威

風堂々とそそり建つ貴重な辿構を支え続けています。 ( 間決|一博)

「東大寺南大門J 奈良市雑司町406- 1
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所 在 地一 一 一 芦屋 市 南 宮 町11-4

敷 地 面 積一一一一1，268. 06rri

建 築 面 積一一一一 474. 31 rri 

延 床 面 積一一一一 732. 91 併

構 造 規 模ー一一一S 造、 2 F

工 期一一一一一2007年 2 月- 2008年 1 月

最 寄 駅 阪 神 電 車 打 出 駅

ま量 影 一 一 一 松 村 芳 治

《診

南側立断面図 1: 750 

④ 

東側立断面図 1・750

“ Ｑ ・ｾ

2 階平面図 1: 750 

一 一 一 - 一 一 ・ " ーー - h 〆

配置図兼 1階平面図 1: 750 
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- 設 計 ・監 王室 谷 口 望 設 計室

・ 施 工 聖 和 建 設

日本基督教団芦屋浜教会

同l丞浜教会は、 50有余年の歴史あるプロテスタントの教会である。

老朽化に加え、阪神淡路大震災による被害や、周辺JAi 境の変化など

に対応するため、新しく建て替えることにな った。

その歴史的事業をコンぺに計り、結栄、教会の総22として私共の案

が採用され、笑現に至ったものである 。

教会は、ランドマークとしての塔を中心に侭えたL 型配位の建物で、

街角に向け1Jf. 1いた形となっている 。アプローチに而 して設けた芝生

の広場は、屋外活動の場であると同H寺に、 地域との関連性を意識し

た中11日領域的なさを聞でもある 。オープンな玄関からは信徒さんたち

の様々な活動の場である諸施設が有機的にJ i l i 繁され、なかでも礼拝

堂とは反対の一翼にある教会ホールは1)日政的に扱い、多目的な利用

を担っている。一方教会そのものの存在である礼拝堂は、重厚な扉

一枚隔てて聖なる雰囲気の場を醸している 。

宇は平堂は、巷に氾i院する結婚式教会は論外として、教会建築の改革

の流れをくむ自 由な空間の追及とは奨にし、あくまでとの教会で長

年祈りを絡げてきた信徒さんたちの心を恕い、イメージを継承する

伝統的な空間の くかたち〉を原型にデザインした。

必い天井とステンドグラスが映える( 白) の空間は、 過去のl暗いイ

メージの教会とは遣い、高窓からの自然光にii .l.iち、 季節や天候によ

り級相を異にする雰囲気の中で、祈りに集中出来る 〈静けさ 〉をこ

の空1mに求めた。

( 谷口望/ 谷口望設計室)

。
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由甲

園 監 理

ア ー バ ン ・エ ー ス

園 設 計 ・ 施工

竹 中 工 務l吉

逸 翁 美 術 館

阪急東宝グループの創業者小林一三氏( 逸翁は雅号) の旧邸「雅俗山荘j の美

術館を、設立50周年記念に阪急学l重l池田文庫の隣接地に新築移転。展示室は企画

の多様性を考慮し、回遊性を持たせた平面昔|画とした。茶室は旧邸の閃J) 奄を写す

ことで、訪れる人々にその紛争l'を伝えるために 「即心庵J と名付けられた。新た

に多目的ホール「マグノリアホールJ を設け、講演会や音楽会という残響時1mが

奨なる用途にも配慮した音響: J -I函iを行った。外線はせっ器質タイルを用いた深み

のある表情、内部は吹抜けを介してロビーやエレベーターホールに自然光が差し

込み、さを|瑚に変化を持たせている 。

所 在 地一 一 一大 阪 府 池 田 市 栄 本 町12- 27

敷地面積一一一一1.873rri

建築面積一一ーー1.057rri

延 床 面 積 2.377rri  

構 造 規 模一一一一S R C 造 81 F 2  

工 期 2008年 2 月- 2009年 4 月

最 寄 駅 一 一 一 阪 急 宝 塚 線 ・池 田 駅

嫌 影 一 一 一 古 川 泰 造

( 木戸賞博/ 竹中工務庖)
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1  工ントランス

2 ホ ル

3  展 示 室

4  茶室

5  喫茶室

一一一一一一一一二 よー剛
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基 本 計画 ・ 実 施設言十回

株 式 会 社 現 代 ラ ン ド ス ケ ー プ

中之島公園

中之島公園は、州 |の中州に位置し明治21年に能主した大阪市第 l

号の都市公園( l O.6ha) である 。公園がある中之島東部は、ビジネ

スゾーンに在りながら、中央公会堂や東洋陶磁美術館等大阪を代表

する文化施設が立地する水や緑に囲まれた水上島である 。

これまでの経済中心の都市から歴史 ・文化の香り盗かな「観光都市

大阪」へと進展するために、中之島公園に求められる条件とは何だ

ろうか?

①中洲を楽しめる都市の風情・堂島川と土佐堀川に因われた土地

は、水上に浮ぶ公園のような印象を与える。水網都市の中之島

での船上シーンの展開、水際での夕涼みや散策、自然の息吹に

よる人間性再生など、現代に烏の風J情の復活をめざす。

あ大都市大阪の厚みとJ 9¥1格の向上 と継承新しさに埋 もれがちな

歴史性をあぶり 出す環境テ' サーィンを試みる。橋と公園、公会堂!

と水辺、ばら園の縦承、新旧で桝成する緑、 剣先の場所性再生、

公会堂から大阪城への意識の蘇生などである。

①中之島の生活スタイルを支える. .水辺がし功、に魅力的な生活の

場となりうるかは、 世界のいくつもの都市で証明済みである。

必要な条件は、誰もが行ってみたいと思う空間性と引き付ける

要素である 。開放感、安心感、明るさ、方向性や、光と彩、き

らめく水、生々とした緑、暖かい食べ物などである 。テラスで

の食事、犬の散歩、パラの鑑賞、いつものウォーキングなどで、

スタイルの形成がはじまる。

中之島公園の整備は、舞台づくりである 。水都大阪2009の催しを

はじめ、水辺でのテラス展開、パラ図レストランの新設など様々な

官民の力を合わせた動きが模索 ・推進されている。これを一つの契

機に、この数年で見違えるような大阪中之島界限の変貌がみられる

ことを願って止まない。

(西辻俊明/ 現代 ランドスケープ)

所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島

事 業 主 一 一 一 一大 阪 市 ゆ と り と み ど り 振興局、 中 之島 高 速 鉄 道

敷 地 面 積一一一一約 l O.6ha

植 栽 京 阪 園 芸 (1 可 ラ 植 裁 、 設 計 協 力 ) イ也

施 設 アイディ 、大 薮 製 作 所、 コトブキ 、 アホ、ツ クキ土他

舗 装 日本興業、太 平 洋 プ レ コ ン 工 業 他

照 明 : パ ナ ソ ニ ック 電 工 他



- 建築の臨床一豊かな風土の中で

金沢を中心に石川県や北陸には古今の豊

かな建築や町、村、都市が数多く存在して

いる。石川県内で l唯一建築系を有している

金沢工業大学ではその豊かな建築的存在を

フィ ールド としてさまざまな研究 ・調査 ・

計画 ・実践に取り組んでいる。

進行中の事例だけでも、歴史系では文化

財保護から社寺 ・民家 ・町家 ・集落 ・11汀並

み ・近代建築に至るまで調べ尽くせぬ程で

ある。計画 ・設計系では伝統的建築や建造

物群の保存、修復、再生計画、再開発やコ

ンパージョン、エコやユニバーサルのデ、ザ、

イン、プロポーザ、ルコンペへの参加や審査

などさまざまに活動している。地域事11市計

画分野でも中心商庖街活性化、駅周辺整備、

住民参加のまちづくり、旧 111] 名復活などの

プロジェク トに関わっている。

建築情報の研究室では江戸期金沢のデジ

タルマップ作成、景観シミュレーション、

伝統的大工技術のデジタル資料化などを行

っているし、ファシ リティ ・マネジメン ト

の研究室では合併した市町で課題となって

いる重複施設の更新、耐周年数が近い集合

住宅や商庖街のリニューアルなどに関わっ

ている。構造系では中越や能登の地震に伴

う判定 ・診断や調査 ・吾|一画、雪国の建築構

造など、設備系ではエコ建築、エコシティ

写真 1 金沢市民芸術村

写真 2 ラオスの地域教育センター

からまちなかあかりプロジ、ェクトに至るま

で、多彩に地域に携わっている。

とうした大学と地域との密度の濃い連携

は地域貢献だけではなく、建築学が関わる

領域の拡大に寄与しているし、複数の分野

の研究室とのコラボレーションが必要な場

合も多く、相互交涜や切磁琢磨の機会にも

なっている。また、学生の参加は学習の目

標づくりや実践力向上にもつながってい

る。金沢在住の建築家 14名が設計製図担当

の非常勤講師として加わり、受講生全員に

毎回 10分のエスキース対面チェックが可能

になっているのも、連携で得られた信頼の

成果であり、さらにこれから始まる修士学

生のインターンシップ引受け先も充分に確

保されてきている。

・建築を創リ 、地域を育む

水野研究室は私が建築家として実務に携

わっている関係で、建築設言 1-と地域言十画の

スタジオとなっている。所属学生は 4 年生

が10名前後、修士各学年が 4 名前後の計

20名弱の研究室である。

ゼミは良い建築を創り、豊かな地域を育

むととを目標に、課題作品制作をベースと

しながら，同時進行でさまざまな実践的プ

ロジ、ェク トに関わっていく 。課題は建築、

まち、ものづくりなど多様だがユニークな

のは第 l 謀題で 4 年生と修士 l 年、 2 年と

の 3 世代でチームを組む共同制作である。

チーム内で、提案、検討、説得、作成のプ

ロセスを踏むことは学生にとって未体験な

ので、毎年いろいろなととが起乙るが、総

仲 代 バ松

《KI す/

'(- f'ι 乍 行

図 1 尾添集落調査

じてきわめて有効な成果を得ている。もう

l つユニークなのは「海外建築 ・都市視察

研修」でヨーロッパやアジア、中近東など

を対象に現物を体験する旅を20年継続して

いる。行先、予定の企画や建築ガイドマッ

プ作成、事前学習など全てのプログラムを

4 年生が主体となって決定しているので、

研修成果は大きく、無事故、無被災をも継

続している。今年は 9 月中旬にウィ ーンと

イタリア ・トスカーナの旅であり、いつも

のように学生諸君の輝いた眼の興奮を見る

ことを楽しみにしている。

とうした国内外の先進事例や歴史遺産か

らグロ ーバルな思考やデザインを学ぶ一方

で、地域の歴史、風土、社会、文化に根ざ

したローカルな回答を導き出すことも目標

にしている。ゼミで基本計画を担い実現し

た|岐阜の幼稚園や金沢の能楽美術館、ラオ

スの地域教育施設では現地調査や事例調査

から導き出されたローカリティ ーをいかに

グローパルまで上昇させるかのデザインに

努力を重ねた。その成果の l つとして、能

楽美術館の計画により研究室が「金沢都市

美文化日」を受賞している。地域との関わ

りで進行中のものでは、白山鐙尾添集落の

実測調査と金沢市下新町の旧町名復活プロ

ジ、ェクトがある。学生と共に現地に入り、

実測したりヒヤリングしたり資料収集した

りの実務であるが、乙れもまた楽しく有意

義な教育の場でもある。 2 年前、日本建築

家協会石川地域会と我々との共同でプロジ

ェクトとして、 500分の l の金沢都心模型

写真4 下新町の町並み( 無電柱化シミュレーション)



写真 5 ゼミの研修ツアー

を製作した。 10 m平方を超える巨大な模型

となり、しかも、地表面の仕上げは航空写

其、建物の表情は 4 面デジカメ撮影写真張

りというリアルなもので、 21世紀美術館の

市民ギャラリーに展示され、入場者記録を

つくるほどの評判になった。学生個人では

金沢の町家の修復 ・再生や能登地震復旧工

事なと、へのボランティア参加など、アクテ

ィブな生活を送っている。こうした シーン

は金沢、石川、北陸という豊かな建築的フ

ィールドがあるからである。

私個人は、建築では住宅や民間企業建築、

あるいはプロポーザルコンペを経て公共建

築なと、の設計を行っている。地域計画では

現在、金沢駅周辺、近江町市場界限、兼六

図周辺文化の森などのプロジェクトや、文

化財保護、都市計画、 景観などの審議に関

わっている。ボランティア的には「工芸と

まちづくり J i フード ピア金沢J i創造都市

会議J などを続けてきている。今後、推進

せねばならないプロジェク トは「サスティ

ナブルシティ ・金沢J i 環境マインド教育」

「石川エコハウスJ ij IA-KIT建築アーカイブ

- 大同窓会

研究室に 31 ) 羽生を迎え入れたのを機会に

2008年 9 月に 30周年研究室大同窓会を山

中温泉で開いた。約450名の同窓生のうち

230名が参加、北海道 ・沖縄 ・上海からも

駆けつけてくれ、同伴の家族も加えると

250名の大きな会となった。

同窓会のプログラムは 3 部構成だった。

写真8 大同窓会作品展

写真 6 出作り研究室でのBBQ

ス」などが待機している。いずれも臨床医

の如く、地域と関わりながら研究と教育を

進めている。

圃ものづくり

建築を学ぶ学生でありながら、ものづく

りの手仕事ができない者がいる。木工のか

んなはおろか、鋸や釘打ちでさえ未体験の

者がいる。そういう休験の場として白山麓

の限界集落の中にア トリエをセルフピ、ルド

で建設した。白山麓の住民には普から無雪

期のみ山に入って農業者E行う出作り小屋の

生活があったが、それにならい「出作り研

究室」と称するア トリエである。建設は現

場のOBを指導者に迎え、学生たちが自ら山

に3 ヶ月通って完成させてしまった。今で

も集まるとその体験の話が尽きないのだ

が、その期の学生たちは「ビフォ ーアフタ

ー」の匠になった者がいるなど多彩な能力

をあちこちで発揮している。その後輩たち

が手づくりの家具、備品、什器を作り続け

ており、アトリ エ内 には今や多く抱えすぎ、

ている程だが大切なので廃棄できないでい

る。

1 つは各自が持ち込んで、展示する作品発表

会で、建築だけではなく、家具 ・クラフ ト・

まちづくりから子づくりまでが大きな会場

にあふれかえっていた。 2 つ目は意見発表

会で設計者、施工者、経営者、専業主婦な

どさまざまな立場の営みが披露され大賑わ

いとなった。 3 つ目は交涜の大宴会で自己

自慢やパフォ ーマンスで盛り上がり、写真

写真 7 大学祭にスペースオフ、ジ、エ出展

また、春の合宿ではほとんどの学生が初

体験の| 淘芸作品づくりに挑戦している。実

用品やオブ、ジ、ェがさまざまに生まれるが、

手の器用さや感覚の面白さやイメージの多

彩さなどに明らかな個人差が見てとれるの

は興味深い。

大学祭ではゼミ生がキャンパス内に巨大

スペースオブ、ジ、ェを設計 ・制作し、設営 ・

管理 ・撤去をしている。高さ約 1 0 mの空中

に平行に張った 2 本のステンレスワイヤー

を使い、空中にオブジェを浮かべるか、空

中と地上をオブジェで結ぶかをテーマとし

て毎年のゼミ生がデザインしている。材料

は出業ネット、釣糸、荷造り組から風船、

穴あきアルミ板、竹、ペッ トボトルなどを

使い、耐風、耐雨、施工性を考慮しながら

キャンパスの中に緊張感ある魅力を創り出

すことが目標である。企画から解体に至る

とのプロセスもまた実に楽しいものであ

る。

のように記念恨影をもって開宴となった。

日本中のいたる所で建築を始めとする環

境づくり、ものづくり、ことづくりの現場

で活躍している卒業生達と再会すると、ス

タジオ的性格の研究室がめざした理念と実

践の臨床教育の意味を再認識することにも

なった。

写真 9 水野研究室30周年記念大同窓会記念写真



佐竹台ハイツ

017-205 

インテリアデザイナー

岡本昭子

千里ニュータウンに1971年に竣工した佐竹台ハイツは周辺の公団住宅からは

随分違った趣の住宅であり 、当時子供であ った私たちにと っても団地の親し

み易さとは違った格好良さがあ った。 ここに住む祖母の家に遊びに行く私た

ちには、 3層のスキ ップフロアの階段室は格好の遊び場であ った。

日寺が経ち年老いた祖母の住み替えにあたり移り住むことにした。改めて見る

と非常に70年代らしい男前なケンチクなのだ。 リスミカルにセ ットパックした

建物に緑豊かな庭。今ではありえない低容積。前を通る人たちにも中が見て

みたいと思わせる住宅であ った。

もともとの住戸プランは、団地型の典型的な小間割りで、東西に開いた関

口部からた っぷり入る光や風も 6 帖聞の障子・襖で遮られて住戸の中心にあ

る階段室までは届かなか った。

ところが思い切 って内部の間仕切りを全て取り払ってみると 、 とてもいじり

がいのある内部空間が姿を現した。そこで、 3層のスキ ップフロアの躯体を

活かし、既存の障子を再生した建具等でゆるやかに仕切ることにより、住戸

全体を光と風が通り抜ける一室空間として生まれかわらせることにした。

階段室は2.5 m幅い っぱいの大階段に改修して毎日がタカラヅカ。

残念ながら 、2008年、 この住戸の改装後わずか 1年半で、佐竹台ハイツは

建て替えに代わる土地売却のため解体の憂き目に。心地よいこの空間も今

は思い出の中に残るのみである。

再生されていく建築や部材が好きである。築37年で無くな ったこの住宅から

持ち出した多くの品々は、奇しくも同じ築37年の解体寸前の住戸を再生させ

た新たなる住処ですべて日の目を見、なじんだ生活を続けている。

岡本昭子

大阪府生まれ

1990 大阪市立大学

生活科学部住居学科卒

高島屋建装事業本部設計部 (当時)

ほかを経て

2004 インテリアデザイン事務所

人 力 工 房 設 立

帝塚山大学非常勤講師

編集企画。 t盟国敬彦( 作品作風小委員会)

揖 影 絹 巻 豊
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特集

地域の歴史資産を活かした

まちづくり

わが国の20世紀の都市政策は、戦災復興以降の都市不燃化や高度成長期の都市

化への対応などに重きを置いてきた。その一方で、京都や鎌倉など多くの歴史資

産を有する都市では、独自の知恵、を絞り、これらの保全を図るべくまちづくりが

行われてきた。

今回、 一定都市化が終息し、都市政策において量から質、フローからストックへ

の転換が図られる中で、地域の魅力や質を高めるものとして、景観や歴史資産の

保全 ・活用が注目されはじめている。平成 16年に景観法が、昨年には歴史まち

づくり法が施行されたことは、そのような都市政策の転換期を画する特徴的な出

来事であり、これにより国を挙げての本格的な歴史資産を活かしたまちづくりの

基盤が整ったといえよう。

本特集では、そのような地域の歴史資産を活かしたまちづくりを行っているわが

国のこれまでの都市政策の変遷や新たな法制度を踏まえつつ、さまざまな立場か

らの先進的取り組みやその空間づくり等を紹介するとともに、防災という視点か

ら歴史を考察することにより、今後の展望につなげたい。

• 
総 論

歴史・文化資産を活かしたまちづくりの展開/ 越漂 明

「歴史まちづくり法J の制定とその後の動き/ 曾根直幸

• 
各論

金沢の歴史資産を活かしたまちづくり / 松矢憲泰

歴史まちづくり推進都市 篠山市ー/ 横山宜致

京町家再生研究会の 17年/ 宗国好史

歴史資産を活かす三井本館一/ 黒木正郎

( 法令分科会)

伝統的な滅災対策が織りなすデザインｾ歴史資産を活かした防災まちづくりヘ向けてｾＯ大窪健之

本号特集企画担当委員

近都学/ 河野学/ 田上幸二 / 西林浩一 / 波崎秀和/ 文山迷H百/ 鷲尾其弓



「まちづくり交付金J で復原された倉吉淀屋( 旧

牧田家) 。大阪の豪商淀屋は幕府により取り潰

されたが、倉吉で再興され、町年寄をつとめ、

大阪に再進出した。閉治20年代で当主が絶え、

旧牧田家住宅を国交省の[ まちづくり交付金J

により倉吉市が土地買い取り、修復復原 (県指

定の文化財となる予定)。 倉吉淀屋の復原の結

果、地元では淀屋の歴史展示、邦楽会の利用

などが開始。( 写真は、以下すべて筆者指影)

歴史・文化資産を

活カ通した

まちづくりの展開

北海道大学大学院教授

越漆 日
川

r
E

 

津山市の作州民芸館( 旧土居銀行) とその隣接す

る町家の荒廃。旧土居銀行は津山市城西地区の歴

史的町並みの中絞である。しかし周囲の民家の屋

根瓦、塗り壁などの荒廃が著しい。これは歴史ま

ちづくり法の国庫補助によって修復が可能である。

14 建築と社会 ・2∞9. 10

- まちづくり行政と文化財行政

衆参両院の全会一致による賛成を経て平成

20年 (2008) 5月、「歴史まちづくり法」と

いう新たな法律が誕生した。政策・法案づく

りにかかわった当事者として手前味噌の過大

評価 を述べると、明治維新以降今日まで150

年間、後回しになってきた当該地域で育まれ

てきた歴史と文化の蓄積を、今後は大事な公

共的な資産と見なして、地域政策とまちづく

りの柱に据えようとする新規立法である。こ

の新法適用が全国で広まると、明治維新以来

今日まで、ひたすら続いてきた近代化 ・殖産

興業・開発優先の歩みと西洋文明のみ絶対視

最重要の景観が台無しになると ころであ った。

古都保存法は、文化財・史跡と一体となり

歴史的風土を椛成している民有地の緑地・ 111

林・農地に対して、建築行為 ・宅地開発を厳

しく 制限する代わりに、日本の法律では初め

て私有財産の利用制限に対して損失補償制度

をつくり、高額補助率の国庫補助により古都

が存在している 地方公共団体が土地を買い取

る仕組みが龍生した。

鎌倉では鶴岡八幡宮と 三方の山並み、鎌倉

七口と切り通し、明日香村では全村の区域、

奈良では東大寺、若草山、平城宮跡、京都で

は三山、嵯峨野、大原、 比叡山などが古都保

存区域に指定され、枢要部が凍結保存される

という、近代日本人の価値観が転換を迫られ 成果をあげた。奈良 ・京都の社寺が世界遺産

る可能性を秘めている 。

大正 8 年 (1919) 4 月、文化財行政の原点

である史蹟名勝天然紀念物保存法が制定され

た。同年同月に、まちづくり行政の原点であ

る都市計画法と市街地建築物法( 現在の建築

基準法の前身) の姉妹法が制定され、道路法

も制定された。開発と保全にかかわる重要 4

法律がほぼ同時に制定さ れこと は、 偶然で、は

ない。大正期に、第一次大戦前後の第一次産

業革命を経て、 日本では都市人口の増加と市

に指定される際、古都保存区域はバッファゾ

ーンになっている 。 しかし、古都保存法の対

象は明日香、奈良、京都、鎌倉の 4古都に限

定さ れ、市街地はもともと古都保存行政の施

策の対象外であった。

昭和50年の文化財保護法改正で誕生 した

重要伝統的建造物群保存地区の制度は、 委簡

宿の再生運動に始まり、高山、犬山、 有松、

足助、小樽など全国各地で地元有志、学識者ー

などが取り組んだ町並み保存運動が、最終的

街地の拡大と L 追う最初の都市化の波を迎えたこ に法律制度に結実したものである 。このとき

とが、これら法律制定の時代背景になってp る。 文化財行政が単体文化財から 町並みにまで踏

戦後、昭和30年代から 50年代にかけての

高度成長期に、全国的に急激な都市化が進行

した。特に三大都市固に人口が集中し、地方

では県庁所在地に県レベルの人口が集中し

て、市街地の拡大と産業団地の立地などのた

め宅地造成が進行した。この時期、 妻能宿な

ど歴史・文化資産を活かした町並み保存の動

き、鎌倉の御谷騒動など古都保存の原点とな

る動きも始まり、その後の法制化を経て、 今

日までそれなりの成果はあげてきた。しかし、

一方ではF仰字の政策、現行の法制度のみでは

限界があることも非常に顕著になっている。

鶴岡八幡宮の裏山まで、迫った宅地造成( 御

谷騒動) に対して、地元文化人が鎌倉風致保

み込んだ意義は大きい。 しかし重要伝統的建

造物群保存地区は、都市化が進行した大都市

圏での適用がかなり難しく、指定された場合

でも函館西部のように隣接区域に対して高度

地区などの高さ 制限をかけていないことが多

い。また重要伝統的建造物群保存地区は、戦

災の被害を受けなかった地方小都市、幹線道

路・幹線鉄道から外れたいわば過疎地域の集

落など、開発ポテンシャルが少ない地域を中

心に指定されがちで、文化財行政による守備

範囲はどうしても対象と予算が限られていた。

旧建設省の住宅 ・都市行政では歴史 ・文化

を考慮、した取り組みは史跡公園、歴みち事業、

まち環事業などが実施され、それなりの成果

存会を設立して日本初のナショナル トラス ト をあげてきた。 しかし、これら事業はあくま

運動を立ち上げ、こ れが議員立法による古都 で個別の予算制度であり、歴史 ・文化を考l昔、

保存法( 昭和]41年制定) に結実 した。もしこ した都市政策・都市計画は法律的な裏付けが

の宅地造成が実施されていれば、鶴岡八幡宮 なく、予算規模の点からも住宅 ・都市政策と

の背後には住宅が見えてしまい、古都鎌倉の しては傍流にすき苧なかった。工業団地の造成、



国道の建設、 一級河川改修の際に、 ;埋蔵文化

財調査が笑施された場合でも記録保存が主で

あった。三内丸山遺跡、初[1之御所遺跡、鴻白

館遺跡、吉野ヶ里遺跡などの保存措置は例外

的であり、しかも保存手法は公園化以外に手

立ては存在せず、保存された遺跡は観光効果

はあっても、 地域政策、まちづくりへの展開

にはつながっていないのが一般的である。

文化財行政と都市計画行政は、重要伝統的

建造物群保存地区の決定、特別史跡と一体と

なった国営公園、全国各地の城担l : 公園の整備

などでかろうじて接点を持つのみである。歴

史的町並みの中心市街地には昭和30年代・

40年代、都市計画道路が決定された事例がし

ばしば見られる 。重要伝統的建造物群保存地

区の都市計画決定をしながら、その地区内に

都市計画道路の既決定が放置されているケー

スも見られた。

歴史的市街地における都市計画道路の見直

し ・変更は極原市今井11IJ などで例外的に実現

したものの、近年までは都市計画道路の変更

そのものがトンデモナイという硬直的な行政

対応が全国的で一般的であった。平成14年、

筆者は社会資本整備審議会道路分科会の中問

答申取りまとめに際して、都市計画道路の魔

止を含めた見直しの文言を明文化することに

努力したが、この中問答申が契機となり、 全

国的に都市計画道路の見直しについてのタブ

ーが消え、 一般都市で都市計画決定の見直し

が実施されるようになった。

道路の拡幅や河川改修により喪失した町並

みも、全国各地で見られる 。旧建設省にとっ

て歴史・文化資産を配慮、した予算措置である

歴史公園事業、街なみ環境整備事業でも文化

財行政との連携が必ず しも十分でなく、修景

事業の内容には成果をあげたが、やや問題が

ある事例も存在したことは事実である 。

1980年代以降、 地方都市では車社会に依

存した郊外市街地が形成された。国道バイパ

スの沿道に大1掛莫庖舗が進出 し、パフ、、ル経済

とその崩壊の余波も 加わ り、 地方都市の中心

市街地の経済活動が疲弊し、閉長期苫舗が立ち

並び、人が歩いていないシャッター商届街が

出現 した。このことは全国各地の歴史的街並

みにおける |町家の崩壊、空き 地の増加に拍車

をかけ、開発ポテンシャルが存在している都

市では、低層の中心市街地に突如、高層マン

ションが建設さ れ、紛争が生じる事態も各地

で見られた。

一方、旺盛な再開発が進行する東京では、

汐留地区を例に取ると、埋蔵文化財調査の際

に江戸時代の仙台務の庭園辿梢がそのまま出

現したにもかかわらず、開発計画の変更の議

論はまったく起きなかった。その一方、汐留

地区では歴史的必然性が皆無である イタリア

公園が建設されたことは、娘、かしく、 l嘆かわ

しいことで、あった。

平成 8年、文化財保諮法の改正により登録

有形文化財制度が誕生し、戦前期の建造物の

価値が認識・再発見されるようにな った乙と

は意義が大きい。 しかし、登録有形文化財に

指定された建物の維持管理は所有者に委ねら

れており、私有財産である土地建物の買い取

り制度は文化財行政では用意できなかった。

平成16年 (2004) 6月の景観法の制定は、

日本政府が歴史と文化を国の政策として重視

し始めた歴史的な転換点である 。景観法は国

ー交通省、山林水産省、環境省の共管法律で

あったことも画期的で、あり、国土全体の景観

への取り組みに道が聞かれた。 しかし、乙の

段階では文化庁と国土交通省の連携は醸成さ

れておらず、文化庁は別途、文化財保護法を

改正し、文化的景観の制度を創出 した。

それから 4年後、平成20年 1月に閣議決定

された歴史まちづくり法案は、当初から国土

交通省と文化庁が密接に連携して共管の新法

を目指して立案作業を行った。その過程で、

歴史まちづくり法の根幹を成す概念、法思想、

について両省庁が検討した結果、「歴史的風

致J とL、う既存の用語に対して、新たな歴史

まちづくりの概念を定義づけて、新たな意味

づけを吹き込んだ。立法過程で農林水産省も

用水の権限を持参して歴史まちづくり法案に

加わり、 三省庁の共管法律が実現した。この

ことは中央省庁の縦割りが強い日本政府の実

態を踏まえると、きわめて画期的なことであ

った。大正 8年以来、 別々の道を歩んできた

文化財行政とまちづくり行政は、約90年後に

なって初めて、「歴史まちづくり法j という

新法を共同f I j リ定し、全面的な政策協調が実現

する運びとなった。

歴史まちづくり法という共管の新法が制定

されたことにより、 地方公共団体は町並み保

存、歴史 ・文化のまちづくりの取り組みをし

やすくなる環境が誕生した。 これまで互いに

異質な存在であった教育委員会の社会教育部

局と市役所の都市建設部局の連携が図ら れる

ようになり、組織改正や人事交流が行われ始

めた。これは、新法制定の大きな効果である。

例えば近年、金沢市、萩市は都市政策と文化

財行政を融合するように行政組J織の改正をす

でに実施済みである。高山市では庁舎の同じ

階に位置する都市整備諜と文化財課は日常的

に頻繁に、歴史まちづくり法関係の仕事の調

整をして、ひとりの副市長がそれを統括して

いる。犬山市では歴史まちづくり法の適用を

受けて、建築諜を分割し、町並み保存関係は

教育委員会に移管して、歴史まちづくり諜を

新設し、さらに、条例改正により教育委員を

l 名増加 し、元愛知県教育委員会文化財保護

室長であった文化財 行政のベテラン幹部が犬

山市教育委員に任命された。E見在、歴史まち

づくり法の適用を準備中の太宰府市では都市

整備課に「最観 ・歴史のまち推進係j を新設

しており、文化財行政のベテラン職員が併任

で仕事に取り組んで、いる。

- 新規政策が誕生した背景

国において歴史まちづくり法制定の政策づ

くりを行った審議会は、国土交通省に設置さ

れた社会資本整備審議会都市計画 ・歴史的風

土分科会歴史的風土部会と Lヴ大変、長い名

称の審議会である 。歴史的風土部会では平成

17年 - 20年の 4 カ年、 2度にわたり 小委員

会を設置して、全国各地の歴史都市の存在意

義を指摘し、歴史都市の保存 ・創E承のために

新規立法による法制面 ・税制面の支援策創出

の必要性を答申した。乙の歴史的風土部会長

と小委員長を務めたのが筆者である 。

平成10年の中央省庁再編の際に、各省庁で

は既設の審議会が合併、統JJ給 さ れて大審議

会となっており、 旧審議会に相当する草創噴出は

大審議会の下音M，品鳴である分科会や部会に改

組されることが一般的であった。社会資本整

備審議会の歴史的風土部会の前身は、 旧総理

府に置かれた古都保存行政を担当する歴史的

風土審議会という歴史と格式のある審議会で

あり、これまで古都指定の基準の検討、内閣
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総理大臣で告示 され る古都指定のための答

申、内閣総理大臣名で告示される各古都の保

存計画のための答申、明 日香村における古都

保存と 村民生活安定の調和のための特別立

法、明日香村整備計画の答申などを行ってきた。

平成17年 - 20年の 4 カ年、歴史的風土部

会で、小委員会を設置した動機は、古都保存行

政が40周年という 節 目を 迎 えた H寺期に40周

年の成果を踏まえて、 21世紀の時代は古都保

存の理念を全国展開し、全国各地に存在する

歴史都市に対して、国が取り組むべき課題と

政策を l明らかにするという乙とであった。

歴史的風土部会の小委員会の委員には、新

たな謀題の審議に対処できるように、新たな

委員に就任をお願いした。旦那衆の代表とし

て倉敷の大原謙一郎さん、 小布施で酒造業に

取り 組み、まちづくりを実践してきたセー

ラ・マリ ・カミングスさん、江戸近世史に明

るい江戸東京博物館長の竹内誠さん、都市史

の専門家として名高い法政大学の陣内秀信教

授、文化庁在職時は伝建行政を担当してイコ

モスなど国際的に活躍している立命館大学の

益田兼房教授など、これまで国交省を始めと

して国の審議会にはあまり縁がなか った方々

に特別にご参画いただき、委員によるプレゼ

ンテーションまでしていただいた。委員就任

をお願いする名簿案を見て、審議会事務局の

責任者である国土交通省都市 ・地域整備局長

は、素H青らしい人選であるが、このような多

忙な方々が審議会の委員を受けてくれるのか

との感想を漏らしたが、事務局を担当する国

土交通省の中堅幹部が審議会の趣旨を説明し

て打a診をすると、どの方々も 即答で委員就任

を快諾していただいた。このことは古都保存

の埋念を全国展開したいという審議会スター

卜の意図がすぐ伝わったためと思われる。

小委員会には萩市長の野村興児さん、東京

農大の進士五十八教授、マ リー ・クリスティ

ーヌさんたちも加わった。歴史まちづくりの

先進都市の現場から学ぶ重要性から、金沢と

犬山に出向 き審議会を現地開催 し、金沢市の

山出保市長、犬山市の田中志典市長には審議

会の開催について大変なご協力をいただい

た。このような国の審議会としては異色の運

営を行い、委員の熱意が結実して、平成20年

1 月25日、第12回歴史 的風土部会で歴史ま
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ちづくりの取り組みの重要性を述べた部会報

告( 答申原案) を議決した。この審議会と 同

時並行で、法案作成の法制局審議が続けられ、

歴史的風土部会の議決から 4 日後、平成20年

1月29日、歴史まちづくり法案が閣議決定さ

れた。歴史的風土部会と小委員会の配付資料、

議事録、委員プレゼンテーション資料は国土

交通告、のホームページで公開さ れている。

歴史的風土部会の審議過程で明確にされた

論点、課題とは何であろうか。筆者の主観的

な思い入れにより述べると、次の諸点となる 。

この総括は、歴史的風土部会の答申書には普

かれていない個人の責任による記述であるこ

とを、本誌読者にはご留意をお願いしたい。

論点 ・諜題の第ーは、古都保存法の対象は

飛鳥時代から室町時代までの朝廷 ・幕府の所

在地、4古都に限定されてきた。しかし今後は、

安土桃山から江戸時代に形成された城下町、

宿場町、港IUT、寺内11町、在郷町の歴史を活か

したまちづくりを国が支援すべきである 。地

方分権下での国の役割とは、すぐれた地元都

市の取り組みを評価・ 認定する、財政 ・税制

の特別措置を実施するということになる。

第二は、古都保存法は文化財と一体となっ

た緑地・ 樹林地、圧l国景観を宅地開発から守

ることに主眼があり、匡|の支援による土地買

い取り 制度を創出した意義は大きい。 しかし

古都保存法の対象者11市を含め、今後の政策対

象は商業系の用途地域が指定さ れている乙と

が多い市街地にある 。市街地で歴史と文化を

活かした都市政策、 地域政策を展開する仕組

みの創造が必要であり、 地元市町村による公

の計画としてオーソライズさ れる必要がある。

第三は、全国各地では町並みの核となる文

化財クラスの老舗i . 町家は、実は文化財とし

ては未指定であったり、ようやく市町村が文

化財指定をしたり 、景観法の重要景観建造物

の指定を相談している段階であることが珍し

くない。高齢化、相続発生、ヰ副売業などの際、

取り壊しが起きがちである。それを未然に防

ぐためには、移築や復原などを含めた国庫補

助制度の創設、建造物の土地に対する買い取

り制度などが必要不可欠で、ある。これまで全

国各地の建物保存運動が実を結ばない原因

は、未指定文化財の敷地・ 土地に対する買い

取り 制度が欠落してきたからである 。

第四は、歴史都市のブランド化である 。わ

が国では古都保存法を除いて、全国各地の歴

史都市に対する認定、外部評価、 ブランド化

の仕組みが欠けていた。このことはわが国の

地域政策 ・観光政策として大きな欠陥であ

る。全国各地の歴史都市に対して、小京都、

小江戸などという名付 け方はふさわしくな

く、その都市が固有に持つ歴史と文化の価値

をそのまま活かすべきである。

第五は、保存できた老舗の11fT家では、当主

の転居、廃業などにより家財道具も失われ、

老舗が担ってきた地場の産業文化・ 生活文化

の遺産が喪失 し、死んだ建物となっている事

例がある。建物保存は建築史的には成果であ

り、観光資源になっても、やはり 地場の産業

文化 ・生活文化の維持・ 向上、活性化につな

がるようになるべきである 。歴史まちづくり

は、主が居なくなった建物保存にとどまって

は不十分でLあり、地域の人々の活動( お祭り、

伝統工芸、酒造 ・醸造業なども含めて) が維

持 - 再興さ れ、新規展開することが大切である。

- 歴史まちづくり法の実践への期待

近年、彦根、熊本など各地で築城400年祭

が続き、 御殿、憾などの復原に取り組む者11市

が見られることは偶然ではない。わが国の主

要都市の多くは、秀吉の全国統ーから江戸初

期にかけて一斉に建設された城下町¥天領、

宿場町、i港町などに起源があり、約400年の

歴史がある。明治維新の際、城郭建築はf ! 皮壊 -

売却され石垣のみが残り、上級武家屋敷は官

公庁街となり、太平洋戦争の空襲で歴史的な

市街地 と文化財 の多くが消滅し、空襲を免れ

た老命I i .町 家の多くも高度成長からバブル経

済 j切にかけて廃業 - 転売・更新により消滅

し、空地が増え、 一部はマンション化 した。

歴史まちづくり法は、安土桃山時代から戦

前昭和期にかけて歴史都市における人々の営

みと生活を大切なものと認識して、真正面か

ら固としての施策を講じようとするものであ

る。町並み保存運動により保存 ・再生が図ら

れた宿場110.は、妻摘、大内宿のように鉄道 ・

国道から外れた不便な場所に多く、金沢や萩

のように城下町の歴史に誇りを持って取り組

んだ都市でも 、自治体の自力では限界があっ

た。平成12年に地方分権が実施さ れた際、者11



市計画の権限と仕事は大幅に市11町村に移管さ

れた。 しかし、歴史まちづくりの先進都市で

ある金沢、萩、高山、彦根、犬山など各都市

は、諸手を挙げて、匡lの関与をある意味では

深めることになる「歴史まちづくり法J の誕

生を歓迎している。歴史まちづくり法にもと

づく歴史的風致の維持向上計画の認定を受け

た都市は、現在まで11都市である 。その中か

ら筆者の観点でいくつか事例を取り上げる。

高山市では歴史まちづくり法の適用を受け

たことにより、これまで取り組みたい懸案事

項でありながら、市の独力では実施が財政的

に困難でーあった 2事業が歴史まちづくり法の

国庫補助を受けて着手されている。それは、

最有力の町年寄であった旧矢嶋家の敷地全面

買い取り ・建物の復原であり、もうひとつは

重要文化財であり、日本の建築史上も著名な

明治初期の木造建造物である古島家住宅の一

部買い取りである 。

旧矢嶋家の敷地の一部は寄附を受けて、高

山市郷土館となっていたが、敷地の大部分は

転売されて、ビル化していた。そのため、 旧

矢嶋家という高山の歴史上極めて重要な場所

が、上三l町の重要伝統的建造物群保存地区の

指定からは除外されてきた。高山の町並み景

観を阻害 している NT T も、 実は別の 11日年寄

りの跡地である 。古島家住宅は下町に位置し、

重要伝統的建造秒朗i保存地区が近年拡大指定

された場所の枢要都にある。吉島家住宅は重

要文化財の指定を受けていなかった約半分の

土地建物について、歴史まちづくり法による

国庫補助を受けて、公有化が実施される 。と

の 2 つの事業は矢11鳴家、吉島家の当主、御子

孫に喜ばれているとのことであり、高山市の

歴史的な町並み保存と品格のある観光振興に

寄与することは間違いない。

彦根市で壮、乙れまで歴史都市としての取

り組みは国宝彦根城が中心であり、 一方、京

11汀夢キャッスルロードのように、城下IIIJ の景

観に胞昔、した街路拡l隔と沿道整備が知包され

てきた。京11町夢キャッスルロードの背後に、

現況道路が狭い市街地が拡がっている。この

区域はもともと足軽のt剖屋敷に由来する住宅

地 である 。 ｭ ｾ 兄道路が狭いためマン ション 化

は困難な地域であるが、足軽屋敷の建物の大

部分は、今日まで住宅の建て替えの結果、消

滅したが、足経の子孫で住み統けてきた方も

かなりいる 。その中で 1;陳のみ、江戸時代に

設けられた辻番所( 見張り部屋) を備えた善

利組の足間呈敷がZ賄し、 地元有志と学者は

「菩利率且足軽倶楽部j を立ち上げ、その保存

と活用の運動を実施した。

保存運動は募金が十分に集まらず、集めた

募金を市に寄附して保存運動は中断したが、

彦根市はその取り扱いに苦慮していた。乙の

たび、歴史まちづくり法の適用にもとづく国

庫補助が実現し、この足軽屋敷の買い取り ・

修復が実現することにな った。城下町の歴史

と文化は務主のみでは成立せず、多数の下級

武士と 町民の生活と営みによって育まれてき

たわけであり、足il軒並屋敷の保存 ・修復によ

りそのことが形として後世に伝えることが可

能にな った意義は大きい。彦根市ではこのほ

か数カ所、御門・掘り割り跡地、武家屋敷、

長屋について土地の買い取り 、復原整備を実

施する乙とにな っている。

亀山市はシャープのハイテク工場で名高い

が、もともとは亀山務の城下H町で、 明治維新

後は商業都市として変容し、歴史的街並みの

保存には関心が薄かった。重要伝統的建造物

群保存地区による保存整備が成果をあげた関

宿が合併されたことも影響したのか、東海道

高山市が買収した旧矢嶋邸( 之町の町年寄) の敷 亀山旧城下町の家老職旧加藤家の長屋門と屋敷。

地、その背後にNTT( 二之町の町年寄、川上氏邸跡) 長屋門のみが市指定文化財。歴史まちづくり j去の通

が見える。 用を受けて屋敷の土地建物を買収。

の三宿が市域に存在することを亀山市は資産

であると認識し始めた。国の歴史まちづくり

法制定の動きをキャッチしたF此件義之亀山市

長が積極姿勢を示したため、金沢、高山、島恨、

萩という著名者11市と並んで、、 亀山市は歴史ま

ちづくり法の第一次認定 5都市に加わった。

亀山市では歴史まちづくり法にもとづく国

庫補助を受けて、 |日城下町区域内で|唯一王期字

していた武家屋敷( 家老職の加藤家、長屋門

は市指定文化財、屋敷は市の文化財としても

未指定) の買い取り整備 を着手し、ごく 一部

であるが、 掘 り剖りの復原可能性も検討 中で

ある。 また、 旧城下町の屯山宿で、は商家町の

町並みはほとんど消滅したが、その中でも例

外的に保存され、当主が東京に居住し、とき

おり掃除に戻っていたIIfJ 家が、当主の死去に

より遺族が手放す意向を示し、それを買い取

り整備する乙ととな った。市の指定文化財に

対しては文化庁や三重県の財政補助は無理の

ため、歴史まちづくり法による国庫補助の恩

恵は大きい。お そ ら し こ の 2つの事業の実

施後は、やがて文化財 の指定ランクが県、固

と格上げになって Lベ可能性が高い。

山鹿温泉の再建。山鹿市は重要文化財の八千代座で

知られる。山鹿温泉の建物はかつては道後温泉のよ

うな木造建築であった( 模型を参照)。 これを昭和40

年代の再開発で鉄筋コンクリー卜造の商業ビルの一

部にしてしまった。今回、歴史まちづくり法の国庫補

助により、既存の再開発ピルは取り嬢し、商業ピルを

建て笛え、公共温泉の建物は木造で復原 田再建する。

乙れらは歴史まちづくり法の活用事例の一

端にすぎず、歴史的風致と認定される対象と

範囲は、法制度上はかなり 柔軟 ・広範囲で、あ

る。歴史まちづくり法の誕生が契機となり、

全国各地で歴史的な資産をもともと持ってい

た地方都市が自信と誇りを取り戻し、発展さ

せ、 歴史と文化の視点で都市の再生 ・活性化

が進み、歴史的な市街地にゆかりのある人々

の暮らしと伝統産業が少しでも豊かになるこ

とを願ってやまない。 ( としざわあきら)
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「歴史まちづくり法Jの

制定とその後の動き

国土交通省

都市・地域整備局公園緑地・景観諜

景観・歴史文化環境整備室

曽根直幸

18 建祭と社会 ・2∞9. 10

しての位置づけもなされている 。

・歴史まちづくり法の制定まで 昭和50年の都市計画法及び文化財保護法

これまで、わが国の歴史的な市街地の環境 の改正により、伝統的建造物群保存地区制度

を保全するための制度としては美観地区( 後 が設けられた。伝統的建造物群保存地区は、

の景観地区) 及び風致地区制度、文化財保護 「周囲の環境と 一体をなして歴史的風致を形

法、古都における歴史的風土の保存に関する 成している伝統的な建造物群で価値の高いも

特別措置法( 古都保存法) 、伝統的建造物群 の( 伝統的建造物群) J 及び 「こ れと 一体を

保存地区制度、景観法などがあり、これらの なしてその価値を形成している環境( 伝統的

制度の活用により歴史的な建造物や環境が保 建造物群保存地区) J を保存するために市110'

存されてきたところであり、文化財関係制度 村が定めるもので、都市計画区域内または準

と都市計画関係制度が関連して発展してき 都市計画区域内にあっては都市計画で、都市

た。 計画区域外にあっては条例で定めるものとさ

大正 8年に旧都市計 画法、市街地建築物法 れ、市町村の申し出に基づき国が重要伝統的

が制定され、 これに基づき風致地区、美観地 建造物群保存地区に選定する制度となってお

区制度が創設された。同H寺矧に史蹟名勝天然 り、平成21年 9 月 1 日現在で85地区が選定

紀念物保存法が制定されており、この制度は

文化財保護法の一部とな っているが、風致地

区も制度創設時は史跡、名 I1券、天然記念物等

を保存することが目的であった。その後、風

致地区は者11市における自然的環境を保全する

制度として運用され、りu王に至っている 。

歴史的建造物の保存に関しては、古社寺保

存法( 明治30年) 、国宝保存法( 昭和 4年)

の流れを引き継ぎ、昭和25年に史蹟名勝天然

紀念物保存法をも統合し文化財保護法が制定

された。また、その後の高度成長により京都、

奈良、鎌倉といった古都と呼ばれてきた地域

においても、大都市圏の人口急増による宅地

されている 。

また、平成16年には、わが国で初めての最

観についての総合的な法律である景観法が制

定された。これは景観に関する基本法的な内

容と良好な景観の形成のための具体的な規制

や支援を定める内容を持ち、基本法的な部分

では、良好な景観の形成に関する基本理念及

び匡|、地方公共団体、事業者及び住民の責務

が定められ、また、具体的な規制などに関す

る部分では、景観計画及びこれに基づく措置、

美観地区の廃止と景観地区の創設、さらに景

観協定、景観3割前機構などについて定められ

ている 。 乙れにより平成21年 9 月 1 日現在

開発が問題となり、昭和41年、古都における で、 185団体が景観計画を策定している 。景

歴史的風土の保存に関する特別措置法( 古都 観法の制定と同時に、文化財保護法の改正に

保存法) が議員立法により制定された。これ

はわが国往時の政治、文化の中心等として、

歴史上重要な地域を有する都市である古都に

ついて、歴史的風土を「わが国の歴史上意義

を有する建造物、泊跡等が周囲の自然環境と

一体をなして古都における伝統と文化を具現

し、及び形成している土地の状況( 第 2条) J  

と定義し、 都市計画で歴史的風土特別保存地

区を定めることにより自然的環境を凍結的に

保存する土地利用や行為の規*IJ 制度、土地の

買い入れ等の損失補償*IJ 度、また買い入れ等

に対する高率の国庫補助t I l !J 度を措置したもの

である。現在、古都保存法に基づき、 10都市

が古都に指定されており、その市街地の周囲

における自然的環境が保全され、特に京都、

奈良においては世界遺産のバッファゾーンと

より文化的景観制度も創設された。 これは、

文化的景観を「地域における人々の生活又は

生業及び当該地域の風土により形成された景

観地で我が国民の生活又は生業の理解のため

欠くことのできないものj と定義し、都道府

県または市町村の申し出に基づき、景観音|画

区域または景観地区内にある文化的景観であ

って、その保存のため必要な措置を講じてい

るもののうち、特に重要なものを国は重要文

化的景観に選定する制度となっており、平成

21年 9 月 1 日現在で15地区が選定されてい

る。

しかしながら、古都保存法は京都、 奈良、

鎌倉などの「古都j に限定して、市街地の周

辺の自然環境を開発から現状凍結的に守る乙

とをその目 的としており、 市街地におけ る歴



史的建造物の保全や、古都以外の都市への適

用は不可能である乙と、文化財保護法は文化

財の保存及び活用を図るための法律であり、

国等により指定もしくは選定された文化財に

ついては保存されるものの、その周辺環境の

保存、整備は困難で、あること、景観法や都市

計画法は建築行為や開発行為の規制は可能で、

あるが、歴史的環境を積極的に復原・整備す

るようなまちづくりには十分に対応できない

という限界があった。そのため、近年各地域

においては、所有者の高齢化や人口減少等に

より、相続や空き家の増加等を契機として歴

史的な建造物や| 町並みが急速に失われるとと

もに、地域の伝統芸能の担い手が不足するな

ど、歴史的風情や情緒、たたずまいといった

良好な市街地の環境が失われつつある。

このような背景の中で、平成20年に「地j或

における歴史的風致の維持及び向上に関する

法律( 歴史まちづくり法) J が、文部科学省、

農林水産省、国土交通省三省の共管法として

制定、施行された。

- 歴史まちづくり法の概要

①歴史的風致の定義

歴史まちづくり法では、新たな概念として

「歴史的風致j を規定してし唱。「歴史的風致j

とは、「地域におけるその固有の歴史及び伝

統を反映した人々の活動とその活動が行われ

る歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市

街地とが一体となって形成してきた良好な市

街地の環境( 第 l 条) J と定義 しており 、ハ

ードである、城や神社仏 ｉ ｾｉ 等の歴史上 価 値の

高い建造物やその周辺の伝統的な家屋が建ち

並ぶ市街地と、ソフトである、そこで営まれ

る伝統行事などの人々の活動が一体となった

概念である。乙の法律は乙のような「歴史的

風致j を維持及び向上させ、個性豊かな地域

社会の笑現と者11市の健全な発展及び文化の向

上に寄与することを目的としている。

②歴史的風致維持向上計画の作成及び認定

わが国固有の伝統的文化を反映する黄重な

歴史的風致について、 地域のみな らず国家的

な観点から次世代に継承を図っていく必要が

あることから、歴史まちづくり法では、匡|指

定 ・選定文化財 を中心とする歴史的風致の維

持及び向上について市町村が作成した計画を

歴 史 的 風 致 維 持向 上 計 画

(市町村が作成)

・方針

・重皐区主事の位置及び区i謹

( 霊草文化財建造物等の閤辺)

. 文化財の保存または活用に

関する事項

・歴史的風致維持向上施設の

整備または管理に関する事項

. 歴史的風致形成建造物の

指定の方針

・計画期間 等

認定申請

認定

(3 カ月以内)

.. 
重点的な

支媛

認 定 歴 史 的 風 致 維 持 向 上 計 画

NPO等、多僚な主体の

連携のもと施策を推進

基j主

歴 史 的 風 致 維 持

向 上 地 区 計 画

関係行政機関の長

住宅地の規制のままで、

歴史的な建造物を猷食

庖や工房等に活用でき

る地区計画制度を創設

各 種 事 業 に よ る 支 援

歴史的環境形成

総合支援事業

都市公園事業

一

E

二

譲

一

一

個

二

月

日

一

一

公

二

村

一

一

市

二

閣

一

置

一

都

二

M

一

箔

一

二

3

一

ー

:

:

何

V

V

H

H

八

V

H

H

八

特

一

一

一

の

一

一

一

上

一

致

物

二

溝

律

一

風

造

二

同

去

一

的

建

=

共

;

-

史

成

=

線

;

i

 

陪

担

甘

η

-

-

明

司

| 腕44i l l 農業用用排水闘 )  (  ｦ，ｬＡＤＱ ｾｅｾ＠ 1  

図1 歴史まちっくり法のスキーム

- 僚 史 的 風 致 維 持 向 上 に 関 す る 基 本 的 な 方 針

・計 画 期 間 ( 慨 ね5 - 10年)

図 2 歴 史 的 風 致 維 持 向 上 計 画 の イ メ ー ジ

国が認定し、認定を受けた計画に基づき特例

や事業制度により支援する仕組みとなってい

る ( 図 1 )。

そのため市町村は、主務大臣( 文部科学大

臣、農林水産大臣、国土交通大臣) が定める

歴史的風致維持向上基本方針( 第 4 条) に基

づき歴史的風致j惟持向上計画を策定し、固に

認定を申請することができることとしてい

る。

認定を受けるにあたり、市町村は計画の中

で、文化財保護法により重要文化財、重要有

形民俗文化財または史跡名勝天然記念物とし

て指定された建造物( 重要文化財建造物等)

の用に供される土地もしくは重要伝統的建造

牧向洋保存地区内の土地に該当する土地及びそ

の周辺で、歴史的風致の維持及び向上を図る

ための施策を重点的かつ一体的に推進すると

とが特に必要である土地の区域( 重点区域一

第 2 条一) の位置及び区域を必ず設定する必

要がある( 図 2 ) 。

①歴史的風致形成建造物制度

重点区域内においては、認定計画に定める

指定の方針に即し、計画期間内に限り歴史的

風致形成建造物を指定することができる( 第

12条) (図 3 ) 。この歴史的風致形成建造物は、

重点区域における歴史的風致を形成し、かっ

その保全を図る必要がある一定の要件を満た

した地域の歴史的な建造物について、市町村

長が所有者及び教育委員会の意見を聴いて指

定するものであり、所有者らには適切に管理

する義務が生じる( 第16条) 。また増築、改築、

移転及び除却の際には30日前までに市町村

長に届出を行わなければならず、届出があっ

た場合において、必要に応じて市町村長は設
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計の変更等必要な措置を講ずべきことを勧告

することができる( 第15条) 。 また、所有者

らは、歴史的風致形成建造物の管理または修

理について、文化庁長官に対して技術的指導

を求め、市町村長または歴史的風致維持向上

支援法人に対して必要な助言等の援助を求め

ることができる( 第21条) 。 この歴史的風致

形成建造物の対象は、建築物に限られるもの

ではなく、 人工的につくられたもの、たとえ

ば古墳や庭園、土木構造物なども含まれる。

なお、歴史的風致形成建造物は、 重要文化財

建造物等や重要伝統的建造物群保存地区にお

ける伝統的建造物群を構成する建造物を指定

することはできない。 また歴史的風致形成建

造物は、必ずしも建造された年代について要

件を設定するものではなく、歴史的風致を形

成していれば復原建造物についても指定が可

能である。

④認定計画における歴史的風致維持向上施設

等の特例

歴史的風致形成建造物のほか、認定計画に

基づき、農用地区域内における開発行為の許

可の特例、文化財保護法の事務の特例、都市

公園の管理の特例、電線共同潜を整備すべき

道路の指定の特例、屋外広告物法の事務の特

例等、法律の特例を措置 している。

⑤歴史的風致維持向上支援法人・協議会

地域における歴史的風致の維持及び向上を

図るためには、市町村のみならず地域が一体

となって取り組みを行うことが適当である 。

そのため、歴史的な建造物の取得、保全や活

用といった歴史的風致の維持及び向上に資す

る活動を行っている公益法人やNP O法人に

ついて、市町村長は、業務を適正かつ確実に

行う乙とができると判断したものについて、

その申請により歴史的風致維持向上支援法人

( 支援法人) として指定することができるこ

ととしている( 第34条) 。

また、歴史的風致の維持及び向上のために

は、重点区域における歴史的風致の維持及び

市町村長
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図3 歴史的風致形成建造物の指定

f......................................................................----. 

ゐ 土地利用の纂本方針を定め、

:  ①地域の歴史的風致にふさわしい用途 :  

(例地域の工芸品を販売する庖舗、郷土料理を提供する飲食底、地域の工芸品を製造する工房等)

( g) 規模、形態意匠に関する事項( 歴史的まちなみに調和した形状の建築物の整備を確保)

③上記の建築物の建築を認める区域を設定 ( 歴史的な建築物を利活用し、新た

、 I  I  な担い手等によリ地域を活性化)

やの歴史的風致にふさわしい用途J J  L  

お土産物居

~用途地域による制限にかかわらず、
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図4 歴史的風致維持向上地区計画の都市計画決定
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向上に資する公共施設等( 歴史的風致維持向

上施設) の管理者、支援法人や都道府県等の

多様な主体の意見を取り入れ施策を進めるこ

とが望ましいことから、市町村は、それらの

主体でJ構成する歴史的風致維持向上協議会を

組織することができることとしている( 第11

条) 。協議会が組織されている場合は、歴史

的風説椎持向上言|画を策定するにあたり、市

町村は協議会 への意見服取が義務付けられ

る。

⑤歴史的風致維持向上地区計画

武家屋敷や11町家といった歴史的な建築物に

ついては、第 l 極低層住居専用地域等の用途

地域指定により用途制限が行われている例も

あるが、その場合、住宅以外の用途とするこ

とは困難である 。維持管理に多くの手間や賀'

用がかかり、近年、歴史的な建築物の滅失の

例が見られているととから、歴史的風致の維

持及び向上を図ることによる良好な市街地の

形成が特に必要な地域においては、用途地域

による用途の制限にかかわらず、地域の歴史

的風致にふさわしい用途として建造物を利用

することでその保全を図ることができるよう

歴史的風致維持向上地区計画を創設した( 第

31、第32条) 。

この地区計画においては、土地利用に関す

る基本方針のほか、歴史的な建築物等の具体

的な用途及び1品模、形態意匠の制限、整備を

実施すべき区域を定めるとととしており、歴

史まちづくり法の附則に、建築基準法の改正

により歴史的風致の維持及び向上のために整

備すべき用途の建築物等を建築し、または用

途を変更する ζ とができるよう例外許可の特

例 を設けている( 附則第 5 条) (図 4 ) 。

- 歴史まちづくり推進のための支援策

①歴史的環境形成総合支援事業

認定計画の重点区域における歴史的風致形

成建造物について、その復原、修理、 買い取

りまたは移設を支援する( 補助率 1/ 2) と

ともに、重点区域内の景観上の改善や案内施

設、防災施設等の整備、さらにはソフト事業

についても支援する( 補助率 1/ 3) もので

ある。 これにより、これまで国の支援が十分

で、なかった都道府県や市町村の指定文化財、

登録文化財である建造物の保全について国か



歴史的風致維持向上計画の重点区域

(重要交化財である建造物等を含むものとして設定)
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図 5 歴史的環境形成総合支緩事業のイメージ

ら支援が可能となるほか、祭り等の伝統行事

の活性化についても併せて支援が可能となる

(図 5 ) 。

②その他の事業の拡充

歴史まちづくり法の制定と併せ、歴史的環

境形成総合支援事業の創設のほか、者11市公園

事業、まちづくり交付金、街なみ環境整備事

業、都市再生区画整理事業、者11市交通システ

ム整備事業、景観形成総合支援事業、まちづ

くり計画担い手策定支援事業の拡充を行って

いる 。これらの措置により、通常の補助事業

と相まって市町村の歴史まちづくりを総合的

に支援することとしている。

①関連税制

認定計画の重点区域における公共・公用施

設の整備に関する事業の朋に供する土地等を

地方公共団体及び支援法人に譲渡する場合に

は、所得税及び法人税等の1，500万円特別控

除が、平成初年度税制改正により認められて

いる。

- 歴史的風致維持向上計画の認定状況等

平成20年11月の歴史まちづくり法施行後、

平成21年 l 月19日に金沢市、高山市、彦線市、

萩市、亀山市の 5 市が、 3 月11 日に犬山市、

長野県下諏訪町、高知県佐川町 、111鹿市、桜

川市の 5市11日が、 7 月22日には津山市が歴史

的風致維持向上計画の認定を受けたと乙ろで

ある 。

これらの市町村の特徴を見ると、金沢市を

かそれ以下となっている 。このことから、歴

史まちづくり法は、特に地方部における歴史

的資産を活かしたまちづくりに有効な支援制

度として機能しているといえる 。

- 終わりに

歴史まちづくり法は、歴史的な市街地の環

境を保全するための新たな規制措置を設ける

ものではなく、認定計画に基づいて、既存の

都市計画法や景観法等に基づく 措置が講じら

れることによってはじめて、規制としての効

果を生じるものである。

そのため、最大のポイン卜は、文化財行政

とまちづくり行政との連携である。

市町村で文化財保諮部局とまちづくり担当

部局が共同して文化財の保存活用と調和のと

れた歴史まちづくりの計画を策定すること、

これを文化庁、農林水産省、国土交通省が共

同で認定すること、さらに、認定計画に基づ

いて歴史的風致の維持及び向上に資する都市

計画法や景観法の適切な運用、者11市公園の整

備や電線類地中化とい った歴史的風致の維持

及び向上に百四、した施設の整備 ・管理などの

取り組みが行われることにより、地域の歴史

的資産を活かしたまちづくりが実現するもの

と考えている。

第 l 号認定都市である金沢市では、 市教育

委員会から市長の事務部局である都市政策局

に文化財保護担当を移し、都市政策局歴史遺

産保存部に文化財保護謀、歴史建造物整備課

を配置しており( 図 6 ) 、平成21年度からは、

歴史遺産保存部に歴史都市推進室を設置し、

11町家等の保全及び再生に関する業務も併せ

て、歴史文化資産を活かしたまちづくりを総

合的に維進する体制としている 。 この体制の

下、城下町金沢の都市構造を特徴づける惣構

の復原事業や戦前までに建てられた伝統的建

紫物の修理修景への助成事業など歴史的風致

の維持及び向上に資する施設の整備が実施さ

れているほか、 10月 1 日より施行された景観

計画においては、重点区域で、ある旧城下域全

体を「伝統環境保存区域j として指定し、建

築物の高さ、配置、形態意匠等の基準に基づ

く景観誘導を行うこととしており、認定計画

に位置づけられた「重点区域における景観計

画の活用」も推進されている。

また、 8 月に金沢市で開催された歴史都市

推進フ ォーラムには 8 市町の首長が参加し、

安政の大獄から関係の深い彦根市と萩市にお

いては、それぞれの「井伊直弼と開国150年

祭J 及び「吉田松陰先生150年祭j に併せて

市民交流事業が行われるなど、認定都市間で

連携した取り組みも生まれている 。

このように、現在、認定を受けた 11都市に

おいては、地域の歴史的資産を活かしたまち

づくりの取り組みが着実に推進されていると

ころである。また、既に認定を受けている都

市のほかにも、全国の約100市町村が計画策

定の意向を示しており、歴史まちづくりの機

運は確実に高まりつつある 。

今後とも、計画策定に向けた事前相談や、

認定に向けたアドバイスを積極的に受け付け

るとともに、ホームページ (h町・/ / 附w.mli t. go. jp/

crd/reki machi /i ndex. html ) 等による各種情

報提供を充実し、各地域での歴史的資産を活

かしたまちづくりに本制度が活用されること

!徐き県庁所在地ではなく 、人口も 10万人程度 図 6 金沢市における歴史ま ちづく りの推進体制 を期待している。 ( そねなおゆき)
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金沢の歴史資産を

活カ通したまちづくり

金 沢市歴史都市推進室担 当室長補 佐

松矢憲泰
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近年、文化財や歴史的に価値の高い資産な

ど地域固有の歴史性が、 地場産業の振興や交

流入口の増加 といった地域活力の源泉となる

など、従来の画一的なまちづくりから脱却し、

地域の文化や、歴史、伝統を活かした魅力あ

るまちづくりへと転換する動きがある 。

一方で、、歴史的建築物の滅失や、それらと

体とな って歴史的な風情を醸し出している

自然的環境の減少、伝統文化や伝統産業など

の担L ミ手不足といった問題も少なくない。

昨年11月 「地域における歴史的風致の維持

及び向上に関する法律j が施行された。金沢

市では今年 l 丹、法律の趣旨に基づいた「金

沢市歴史的風致維持向上計画」の認定を受け、

本言|画に基づき金沢の歴史的風致を維持 - 向

上させ後世に継承すると同H寺に、歴史的風致

を活かしたまちづくりを推進して L ぺ 。

- 金沢の都市基盤形成の背景

金沢市は、石川県のほぼ中央に位置し、西

は日本海に面した海岸の砂丘が北部の内湖t砂

丘に続き、東は白山山系の山並みが続いてい

る。乙の地形を背景に金沢の旧市街地は、 3

つの丘陵・台地 (卯辰111 . 小立野台地 ・寺|灯

台地) と 2つの河川 ( 浅野川・ 犀J 11) で構成

される変化に富んだ地形柿造を有している。

また金沢市は、務政問j に最大大名で、あった

加賀青春の政治、経済、文化の中枢機能を果た

した城下11IJ であり、 400年以上も戦禍に遭わ

なかった平和都市であったことから、写u王も

当時の者11市構造( 坂道、広見を取り込む城下

町独特の街路網、惣構、用水網など) や歴史

遺産( 武士住宅、武家庭園、寺社建築、 11可家

及び近代建築並びに土塀が速なる武家屋敷

群、寺院群、茶屋街などの歴史的な街並み)

が良好に残っている 。そこでは歴史と伝統を

反映した人々の生活が営まれ、金沢固有の風

大野庄用水

兼六園 (雪吊り )

情、情緒、たたずまいを醸し出 している 。

- 歴史文化資産を活かしたまちづくり

一市独自条例の施行一

①保存と開発の調和

金沢市では、良好な環境を維持・向上させ

後世に継承していくために、昭和]43年 (1968)

全国の自治体に先駆け「金沢市伝統環境保存

条例」を制定し、 保存に関する取り組みを始

めた。 さらに金沢市制百周年にあたる平成元

年 (1989) を「都市景観元年j と位置づけ、

これを調T1< . 発展させた「金沢市における伝

統環境の保存および美しい景観の形成に関す

る条例J ( 崇: 観条例) を制定した。本条例では、

伝統的環境と調和|を保ちながら近代的都市機

能と一体をなして形成される区域を新たに指

定し、保存区域と創出区域を分けることで、

金沢の基本的命題である「保存と開発の調和u

に努めている 。

② まちづくり条例による誘導

金沢市では、さまざまなまちづくり条例を

設け、建築行為等の際に届け出制 による規

制 ・誘導を図ると同時に、建造物や工作物な

どの修理の|僚に高率の支援*1] 度を設け、歴史

文化資産を活かしたまちづくりに取り組んで、

L 、る。

以下にいくつかの条例を紹介する。

・「金沢市こまちなみ保存条例J

平成 6 年 (1994) 、まちの各所に残る小さ

くても歴史的な特色を残す古い町並みを「こ

まちなみ」として保存育成し、その雰囲気を

活かした風格あるまちづくりを推進するため

に、「金沢市こまちなみ保存条例」を制定した。

「乙まちなみj は、主に武士系、 110'家系の11I J

並みに分けることができ、条例に基づく区域

として現在まで、に10区域36haを「乙まちな

み保存区域」として指定している。区域内に

おいては、既存の歴史的建築物の修理だけで



こまちなみ保存区域

はなく、新築等の建築物の修景や外観規制、

誘導を行うことにより、金沢らしい歴史的街

並みの保存・修景を一体的に進めている 。

・ 「金沢市用水保全条例」

金沢市内には城下町形成の過程で、飲用、

jWi 瓶、防火等を目的に造られた用水が現在も

市内を網の目 のように流れている。金沢の用

水網は55水系で、総延長が約150kmにも及ぶ。

平成 8年 (1996) に、歴史的な用水を後世

に継承していくことを目的とした「金沢市用

水保全条例J を制定し、 用水に近接する建築

行為等を行う場合に届け出を義務づけ、建築

物の色彩や用水諮j辛の保護を誘導している 。

これまでに条例に基づき 21用水を「保全用

水j として指定している 。また、用水の開渠

化や年間週水の確保など、用水の保全に努め

ている 。

これら条例のほか、屋外広告物条例や、寺

社風景保全条例など、まちづくり関連22条例

を制定し、風土と歴史に根ざした都市梢造と

ともに現在も残る各時代、各様式の歴史的建

造物とそれらと 一体で形成される歴史的な風

致の保全に取り組んでいる 。

- 人材の育成、技能の継承

①金沢職人大学校の設立

手仕事のまちとして歩んできた金沢には、

落政期より職人の高度な伝統技能が伝えら れ

てきたが、 |時代の流れにより、その技能を発

揮する場や継承者が減少し、伝統技能の伝承

に危機感が芽生えてきた。

そこで、金沢市は務政時代から金沢に根付

いてきた職人の高度な技術の伝承、職人の育

成を目的に、平成 8年 (1996) に中堅職人

を対象とした金沢職人大学校を開校した。大

、造|君、左官など 9業種の職人がさらに高

度な技術を学ぶべく、 3年間のカリキュラム

を履修し、伝統技術後継者の育成に努めてい

る。

当初は、 本科 9業積でスター 卜したが、本

科 l 郷l生が修了した平成11年には、本科修了

止を対象に歴史建造物の修浬方法についてさ

らに 3年間学ぶ修復専攻科が創設さ れ、総合

的な内容での勉学が可能となった。修復専攻

科の修了生も 3刻j を数え、 市内の文化財をは

じめとする歴史建造物の修復に多く携わり、

高い評価を得ている 。

②子ども塾の開設

金沢市では市内の小中学生を対象に、 加盟'

宝生子ども塾、金沢索l雄子子ども塾、金沢工

芸子ども塾を開設している。金沢市指定無形

文化財である能楽の加賀宝生や、金沢の伝統

芸能である索機子を子どもたちに教えること

を通じ、それらが有する固有の文化性 (美、

礼節など) を人づくりに生かすとともに、金

沢の伝統芸能を次代に引き継ぐすそ野の拡大

を目指している 。また、金沢のもつ工芸技術

や人材を生かし、子どもの頃からものづくり

の楽しさを体験させることを通じ、工芸の素

質、素養を磨き、将来の工芸作家の発掘と育

成を図っている 。

加賀宝生子ども塾

- 歴史文化資産の保存と活用に向けて

①歴史的建造物の新たな価値付け

貴重な歴史的建造物については今後も順次

調査を実施し、その価値を再評価するととも

に、未知の文化財 についても積極的な掘り起

こしを進め、その価値を明らかにしていく必

要がある。 しかし市内に残る未指定の歴史的

建造物については滅失が進み、空き家や空地

の増加が顕著となっている。戦前の建築物の

件数は、 8年の聞に約2，200棟も滅失してい

る。l J t t 玉、本市ではこのような状況にある戦

前の建築物のうち、 IIIJ 家、武士住宅、近代干剰和日]  

風住宅の様式を有するものを「金

定義し、その保存と活用のための方策を検討

している 。具体的には、市内の悉皆調査 と必

要に応じた詳細調査を実施し、今後その保

存 ・活用に関して修理 ・改修等に必要な施策

を推進して p く。

また惣構跡、升形跡、「力[慣八家」屋敷跡

など 旧城下域の重要な歴史遺産については、

発掘調査だけでなく、詳細な史料調査と研究

に基づき、長期的視野で復元を目指す。

①ユネスコ 「創造都市ネ ッ トワークJ クラフ

ト分野への登録

金沢は、独自 の武家文化の中で、伝統的な

まちなみ景観や生活綴式とともに、類いまれ

な工芸技術が発展し、保存継承されてきた日

本を代表する伝統的工芸都市でもある 。

金沢市は、文化 と産業の連携によりまちが

発展してきた紐! 波や、 独自の創造都市政策の

実績をもとに、ネッ トワー クの一員と して、

平成21年 (2009) 6 月にユネスコ「創造都

市ネ ットワーク」のクラ フト分野で創造都市

として認定された。このことにより、文化的

多様性の実現と世界平和に積極的な貢献を図

っていく 。

- おわりに

近年、 金沢で、は世界遺産登録を目指した運

動などを通じて身近な歴史文化遺産に対する

市民の関心も大いに高まっており、その価値

の再評価と保護、それらを活かした魅力ある

まちづくりが強く求められている。また、 地

域性を踏まえた周辺環境の保護や整備がます

ます重要視されてきており、公共性( 都市計

画) の構造転換なども必要になってきている

と考えられる 。

金沢には、「歴史に責任を持つ」という重

要な責務があり、これまで培われてきた伝統

文化や伝統技術、それによ って形成された歴

史文化遺産 ・伝統環境を保存 - 活用 し、金沢

の歴史資産を後 世に伝えていく使命がある。

乙れらは、市民と行政の協働によりはじめて

可能となるものであり、 一体となってまちづ

くりを進め、都市の個性を磨き ・高めていき

たいと考えている。

( まつやのりやす)
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御徒士町( 舗装後)

園

歴史まちづくり推進都市

一篠山市-

篠 山市まちづくり部景観室長

横山宜致

多紀郡古地図
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兵庫県篠山市は、伝建地区となった河原町

の商家群に代表されるように、摂丹型と呼ば

れる妻入り 11町家や民家で知られている。関西

では京11可家と同じ平入りが多い中で、妻入り

民家は「伊勢」と摂津~丹波にかけて顕著に

見られるのみで、その数は少ない。同じ丹 j支

地域でも 、京都府下の亀岡にはあっても福知

山や綾部ではほとんど見られず、 山陰古道の

ヌ域に限られている。

篠山市でも妻入り民家は山陰古道を調t Jkし

た山陰旧街道沿いに多く見ら れ、播磨に近い

旧丹南町や今回110 には、ほとんど分布してい

ない。加えて江戸期には京IIIJ 家が伝わり、 妻

入りを主体に、間口の広い平入りが適度に混

在する、丹波地域特有の変化ある屋並み景を

創りだしている。

- 篠山市の歴史的風致

篠山の歴史風土は、荘園を主体とする中 世

来の歴史的基盤の上に、篠山城下に代表され

る近世の城下町や宿場11日が形成され、街道に

wう往来文化の中で、各地域の歴史的風致を

形成してきた。京都に近い市城東部では、京

町家や祇園社の影響を受け、南部の今回や丹

南では播磨や明石の影響を受けながら在来文

化と同化 ・協調する中で、それぞれ特色ある

歴史的風致を形成し、今日に至っている。

本市の歴まち法に基づく歴史的風致維持向

上計画は、市全域を計画対象区域とし、単に

城下町だけを取り上げるのではなく、それぞ

れの地勢を活かした中世来の出耕文化圏域で

されている 。

篠山の荘園は、院政則に丹波守であった藤

原忠隆が「当国は元より新立の荘園遍満にし

て、国役に ｼ 随ふ地先Ａｾきが如し」と ｬ 嘆いたほど、

古代末から中世にかけてほほト市全域が荘園領

域に含まれ開墾されている。殿下波領の』篠原

氏の荘園では、 春 日利略上が総社として杷られ、

荘園領域内の各集落に分相 され、鎮守として

今 日に継承さ れている 。皇室荘園で、は式内社

が総社となり、 ｉ Ｚ ｉ ｾ 央から勧請された末社は分

布しない、古代から成立した荘園の特徴を有

し、その後の寄進型の神社領荘園とは一線を

画している 。

平家滅亡後には、荘郷地頭として平家領で

あった荘園に、東国武士たちが入国する 。例

えば151在市長の酒井氏の先祖は、相模国酒井

郷から主殿保や油井保の荘園に荘郷地頭とし

て来住したことに起因する 。

承久の乱では院分国の丹波は、荘園を領し

た多くの武士が京方となり、敗戦によって所

領が没収され、そこに東国から新補地頭が荘

園領域に補任され、ドi折次来住する。戦国初期

に荘園領域ごとに剖拠する丹i皮の武士たち

は、最初に荘園の地頭職や波々伯部氏のよう

な荘官臓を与えられ、給分を受け下地中分に

よって所領を獲得 し、その後荘園を押領、代

官職を得、名主峨を集積 してL 、く 。百姓名主

からの成長は見られず、戦功によって所領が

与えられ、成長する 。東国から来た地頭たち

は、 一円の支配地を得て経済基礎を固め、南

北朝動乱にはその経済力によって軍事催促に

ある市域全体で、クラス ター状の各地域に歴 応じ、時には宮方に、 H寺には幕府方に従い、

史的風致が形成されていると捉えている。 所領拡大と保全を図った。

こうして篠山には、荘園領域を母体に地勢

・田園都市 :篠山の原風景 と対応する形で丹波武士の支配領域が定ま

篠山市は現在人口 4万 6千人。合併以来ー り、戦国期、細川氏の被官であった波多野氏

貰して 田園文化都市を目指している。現在も

ili 域全域未線引きの、いわゆる都市計画白地

区域であり、景観的には、 |王!園長観が広がる

中山間地域と いえる。その田園農地の基線と

なる農業水利は、篠山市は、ほぼ全域中世の

荘園を母体に形成されている。江戸期に開発

された農地や農業水利に基づ、き枝分かれした

集落は、篠山では新田と呼称され30を数える

に過ぎず、残る 200近い集:接が中世来の集落

で、大半が今もお頭屋制に基づく宮座が継承

が篠111の多庁四Mi を制 し、 明智光秀を迎えるこ

とになる 。

この中世来の荘園領域が、明治24年の村町

となり、現在市の小学校区で、あり、伝統行事

や民俗芸能が色濃く継承さ れている。地勢的

にも篠山川の支流域のランドユニッ トであ

り、景観的にもまとまっている。同時に校区

は、本市が進めようとしているまちづくりの

基礎単位であり、 地域おこしやまちづくりと

して市民にも受け入れられやすく、郷土の愛



着や地域の活性化資源として新たな仰H値を生 り組織した「篠山まちなみ保存会j を中心に していくことにしている。

み出す可能性を色濃く持っている。

- 維持向上すべき歴史的風致

篠山市として維持向上すべき歴史的風致

は、 中世来のj足業水利に基づく 旧荘園領域を

母体に、 中、近 世の城下町ど街道の往来文化

によって形成された宿場110等の街道村の歴史

的建造物と街並みによって構成され、同H寺に

祭りや伝統芸能等の 日々の営みを過して現在

も継承されている環境にある。

街並みとしてす庇残る古民家によって、在

来工法に基づく農村の萎入り家屋から近 世の

妻入り 11町家や城下町形成への発展的推移を読

み取る乙とができる 。同時に現在も人々の生

業として営まれている祭り等の{封流行事や民

俗芸能が、近世の街道による周辺との結びつ

きによって各地域で特徴づけられている。

篠山市では、歴史的風致の純弛向上に関す

る基本方針を、次のように定めている。

①歴史的な風致を構成する J立を基車111 とした

土地利用基盤を保全維持する一土地利用計

画・ 景観計画

①歴史的風致を形成する文化財に代表され

る歴史的建造物、街並みを保全活用 し、 田園

環境との調和を図るー景観地区、建築物基準

①歴史的風致が息づく伝統行事、伝統文化

の継承育成を図るーまちづくりや総合学習体

験

①歴史的風致の維持向上活動を通して伝統

技術の継永 ・育成を図る一技術の保存・人材

育成

このような考え方の下で各地域のクラスタ

ー状に息づく歴史的風致の維持向上を図るた

め、効果的な地域を「重点地区」として定め、

まちづくり事業の展開を図る計画づくりを現

在進めている。

なお篠山市では、昨年から 3年聞をかけて

歴史文化基本構想、を歴史的風致維持向上計画

と並行して策定している 。

- 伝建地区のまちづくり

篠山伝統的一建禦J銅洋保存地区で、は、平成16

年の保存計画に基づき、 地区内の生活環境の

向上と文化環境の発展に資することを目的に

まちづくりを推進している 。同年、住民によ

J支制緒、住民、行政の三者連携によるまちづ

くり活動が推進されている。

保存会は結成以後毎月三者による定例役員

会を聞き、保存修理の十尉' i 1 i 物件の選定や現状

変更行為の審査、他市等からの視察受け入れ、

勉強会や独自事業の検討実施等を行い、地区

の保全活用と、まちの活性化を同時に進めて

いる。また近年では、保存会以外の市民主体

の活動が展開さ れ始め、 町家を活かした「ア

ートフェスティパルJf レ 卜ロなまち歩き Jf お

お(1様ス トリー 卜J などのイベン 卜や夏祭りの

復活、独自の防災訓練なども行われるように

なった。

またNPO法人たんぱぐみ等が、ボランテ

イアによる古民家再生の取り組みを展開して

おり、 竹林整備などの取り組みとともに、市

民主体による保存地区の景観向上に関する取

り組みが成果をあげ、 11町家カフェなどとして

若者向けの雑誌で取り上げられるようになっ

ている。

平成21年 1月には、こうした保存会や市民

の活動が評価 され、本市は文化庁長官表彰( 文

化芸術創造都市部門) を受賞している。

- 景観法による景観まちづくり

篠山市では、歴史的なまちづくりと同H寺に、

景観法導入による独自の景観まちづくりの計

画策定にも取り組んで、いる。 乙れは、兵庫県

の緑条例を、篠山市として景観法に基づき継

承 ・発展する形で検討している。

現在、篠山は全国の人から支持される良好

な景観を有しているとの認識の下に、まず田

園景観の基盤となる①土地利用を保全継承す

ること、その上で周囲と調和するよう②建築

物や工作物の基準を定める 乙とを基本として

いる 。具体的には、スプロールを 防止し、土

地利用として保全調: i T J c するため、県の緑条例

のガイドラインも含めた内容を景観法として

ほぼそのまま移行する 。このため全市城が最

観計画として 5 つのゾーン区分に基づく届け

出基準を設けることとなる。 その上で、 地域

地区で指定してきた県の景観条例に基づく景

観形成地区や市の里づくり条例に基づく里づ

くり計画区域等を、住民協議に基づき、景観

法に基づく最観地区や景観協定地区等で継泳

- 伝建地区と景観法の関係

伝建地区との関係でいえば、篠山市で、は伝

建地区の周囲を取り囲む形で、城下IIIJ を景観

形成地区に指定し、伝建地区と調和した街並

み形成に誘導してきた。すなわち、伝建地区

は伝建基準に基づき厳格に保全し、その周囲

は伝建地区と調和 した中心市街地としての快

適な住環境を形成するため条例で歴史的な武

家地と商家の街並み区域とを意識した調和 l型

の街並み形成を推進してきた。これを基本的

に

区域も指定拡大する方向でで、検討している 。

現在、市内で二つ目の伝建地区指定を目指

している福住地域についても、篠山城下|町と

同様に、伝建地区とそれを取り囲むパッファ

ーとして景観地区等を定め、 二段階の基準化

を予定している 。

- 新たな景観まちづくりへ

今年度は、国土交通省の地域景観づくり緊

急支援事業に基づき、視点場設定に基づく 眺

望景観の保全計画を進めると同時に、現在行

われている丹波篠山築城400年祭で、取り組ま

れてきた住民主体の地域おこしやまちづくり

活動を支援する 。景観まちづくりとして連携

するため「街並み形成作法集」の作成や工務

庖等関係業者向けの「住環境整備事例集J 、

さらに田園風景を支える住民の農業としての

営みを最観而から支援する「景観農業振興地

区計画j 調査を実施する予定で、ある。

篠山市の歴史的風致を活かしたまちづくり

と景観法導入に伴う市民主体の景観まちづく

りは、ともに連携共鳴する市の新たな施策と

して、これからの篠山のまちづくりの根幹に

位置付けるものである 。土地は、民一地であっ

ても決して空地ではない。そこには歴史があ

り、自然や景観がある 。それが大きな地域資

源である篠山市は、まちづくりとして当然配

慮、すべき事項といえる 。篠山が将来も篠山で、

あるために取り組むべきこと、その一つに歴

まちと景観法導入のまちづくりがあると 捉 え

ている。市民と共に柏極的に取り組み、期待

に応えていきたい。

( よとやま のぶよし)
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念珠老舗銭屋の再生

園

京町家再生研究会の

17年

京s町家再生研究会理事 ・京都府立大学

宗田好史

小宿& カ フェ布屋の再生
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美しい町並みは混乱した。 しかし2007年に

・京町家再生研究会の活動 始まった京都市の新しい景観政策は、京IIl J家

京都には、京町家の保存・再生に取り組む の町並み再生を目指し、状況は大きく変わった。

市民団体が多い。アーテイスト系もあれば、

建築分野の専門家集団、古材・木材の ｦ｀ｾ 点か 圃京町家への市民の思い

ら保存に取り組む組織もある 。その一つ「京

町家再生研究会J も、すでに20年近い活動を

続けてきた。調査研究と再生活動を目 的に、

110家住民 ・事業者・大工工務庖 ・建築家 ・研

究者などが集う 。10年前に大工 - 左官などの

職人と設計者が「京IIJJ 家作事組j を、 IIIJ 家 住

民と IIrJ 家ファンが集まり「京IIIJ 家友の会」を

組織し、その後、 1I町家に住みたい人、商いを

始めたい人と所有者をつなぐ情報を発信し、

賃借 ・売買の斡肢をする不動産会社のネット

ワーク「京IIrJ 家情報センター」も発足させた。

現在では、これら 4組織を合わせ 「京IIIJ 家ネ

ットJ Ｑ Ｉ と称してｾ )る。

再生研究会は1992年から、住まいとして、

届舗として、京110家再生を実践してきた。作

事組が発足してからは、事業として数百軒の

111]家再生を手掛けてきた。京都市内では、こ

の間に 3千JIi ' FほどのIII J 家が再生された。飲食

この景観政策が発表された析に行われた京

都新聞の世論調査で、は、 8 l1i1J もの市民が景観

政策の支持を表明した。一般市民には 卜分理

解されたとも思えない 5 項目に及ぶ施策は、

高度地区、 美観・風致地区改正など都市計画

審議会決定と、新たに 2条例を制定し、 4条

例 を改正する市議会決議が求められた。議会

は全会 一 致で可決、 45mを31mに、 31mを

15m' こなど、厳しい高度地区改正には懸念も

出たが、 m在まで地佃iもマンション価格も下

がるどころか、むしろ上がった地点が出るな

ど、その影響は少なかった。今はむしろ新デ

ザイン基準に関心が集まっているが、 町並み

に落ち着きを取り戻す努力として、広く受け

入れられている。

京都でも 20世紀の都市計画は、高層化- 不

燃化 を目指した。三山の風致や歴史的景観、

町並みの保全にも相応の努力が続けられた。

屈など、の! 苫告iIi が多いが、住宅に再生された 11汀 しかし、すでに人口減少期に入 った京都では、

家も数百軒に及ぶ。そして、不動産会社が|町

家や長屋を購入、再生した後に分譲するビジ

ネスも盛んで、ある。地元の銀行は、老朽では

あっても 11町家購入の住宅ローンを提供する 。

トヨタ財団の研究助成で、再生研究会が

1995年に始めた 1I町家調査では、京都市の田

の字地区、丸太町・ 五条通、河原町 ・城川通

の聞の都心部に 8千軒の11可家 ・長屋が確認さ

れた。その後の京都市の調査では、上 ・中 ・

下京区と東山区の都心 4 区に 2 万 8 千jli干あ

り、現在までに 4千粁ほど、失われたが、伏見

など周辺部を加えた市内全域の最近の調査で

は5 万軒ほど残っていることが分か った。取

り壊しゃ建て替えによ って、近年急速にその

数を減らしたものの、活発な町家再生活動は、

この大きな流れに抵抗する力にな ってきた。

110'家調査では住民 ・事業者へのアンケー

ト、訪問調査が重ねられ、現在の京都市 「示

111]家再生プランJ の策定に繋がり、京都市長

ごのままでは都市経済が衰退するという危機

感が共有され、量より質、フローよりス トッ

ク重視で、 1#の魅力を高める政策が、市民 -

経済界に求められた。景観法と歴史まちづく

り法は、この京都の転換を裏付けるものとし

てiU¥迎されている 。

実際、市政アンケー卜などを見ても、 1980

年代と 2000年代で、は市民の意識は変わ った。

特に、街中の住宅や庖舗である 110家に関する

意識の変化が大きい。H音く 寒い古い木造建造

物が、古いからこそお酒落な、木造だから

L OHASな京都らしい建物として見られるよ

うに変わ った。2000年のアンケー卜では、

やはり 81%の市民が、京都市はIII J 家保存 - 再

生策を進めるべきだと答えている 。 しかし 8

割もの市民の梢成は、多様で、ある 。確信的な

保存派は一部でしかない。街全体の景観保存

のために 1I汀家保存をという意識も実はたいへ

ん薄い。まず、大部分はこのまま、この場所

ie ¥¥まちづくりセンターや市民団体の住民相談 で、この家に住み続けたいという 一般住民で

も活発にな った。バブル期やその崩壊期に増 あった。高齢化 した社会では、高度経済成長

えた高層マンションで、かつての落ち着いた 期に起こ った都市環境の急激な変化に対する



アレルギーがEE延していた。お酒落なレスト

ランが気に入った若者も多いことは、住み慣

れた 11町並みを懐かしむ高齢者にも好意的に受

け入れられた。町並みは変わらず、街が元気

になれば喜ぶ人は多い。

そして、景観が公共財であるという理解で

はなく、私の家族の思い出が詰まった家を壊

したくないという普通の住民の意識が集まっ

ての 8剖なのである 。オフィスビj レやマンシ

ョンの現代性への過度な慣れが一段落し、暮

らしの質への意識が高まれば、古いものの価

値を様々な観点から見直す機運も広がってき

た。その陰に、古いIIIJ 家を暮らしや事業の場

としてお酒落に演出した優れた IIIJ 家再生建築

家の手腕が大きい。

さらに市場の変化もある 。京都市を訪れる

年間 5千万人の観光客のうち、 40歳以上が 7

剖を、女性比率は65%を超えた。熟年女性は

IIfJ 家を好む。また、男女雇用機会均等法施行

後2 3年がたち、者11心で働く女性の管理職が増

えた分、外食の機会が増え、者11心の飲食 ・サ

ービス事業所数も増加してきた。反面、平均

世帯人員が下がり 、都心では52%もの世帯が

単身。マンション住民も増えたが、だからこ

そ質の高い街中での暮らしが求められる 。乙

れら者11心で起こった女性化・ サービス化、孤

族化 2) に沿って、 IIIJ 家再生は事業化 した。

今や、京町家は昔の大家族や老街Ii だけのもの

ではない。また、伝統工芸や京料理、歴史資

料館など全部を足しでも 20] 肝にもな らない。

一人暮らしのアラフォ一女性や若いL OHAS

家族の住まい、そして若者や女性に人気の飲

食庖・ブティック ・エステ屈として 11日家が求

められている。京都では市民の意識の変化に

逆らわず、捉えることで11町家を再生した。

町家再生事業者を丁寧に見ていけば、彼ら、

彼女らが20世紀型の普通の商売ではなく、流

通革命が起こった1990年代以降に生まれ、

新| 立代ビジネスと呼ばれる、総資本経常利益

率や売上高純利益率の高いビジネスモデルを

採用している乙とが分かる 。現在では新デザ

イン基準があるから、コンビこでもファスト

フードでも和を意識した庖舗になる。しかし、

新世代ビジネスは、 IIIJ 家を探し、その意匠を

競って演出する。場末のように大きな看板を

上げる乙となく、顧客を魅了する Jt ，の美しさ

を諮り、 付加|仙i値を付けている 。幸いなこと

に、新世代ビジネスの投資が続くほどに、京

都市者11心部の再生は進んでp る。それは郊外

大型庖の規制やまちづくり条例、中高層建築

条例などの施策が奏功したためである 。

- 町家再生の論理 3)

町家が失われた原因の一つは、人々が住ま

いへの関心を失った点にある 。現在の住宅市

場の大半では、家は買うもの、建てるもので

はない。大多数の市民はデパートで服を選ぶ

ように住宅展示場やパンフレッ卜で戸建てか

マンションを探す。 また、建売住宅を買う 。

修繕もしないから大工道具もない。市街地の

新築住宅やマンションに住んでいれば、台風

も恐れない。反面、愛着は簿れた。住民は日

常の手入れが求められる 11可家に暮らす能力を

失った。だから、まず家を知的 、家と付き合

う感覚を取り戻し、手を加えながら住む楽し

さを知ってもらうことから始まる 。それが愛

着を生み、季節感や家放の紳を強めるという

住まいの意味を理解してもらう 。ここに、京

町家情報センタ ーの重要な役割がある。だか

ら、 町家を求める人を招いてお掃除隊を組織

し、老朽110家の手入れを続けている。

一方、京都には大工工務屈が多い。文化財

建造物修復や社寺 - 茶室などの仕事があり、

伝統技術はよく伝わっている 。ただ、 一般の

住宅や庖舗である IIIJ 家に、文化財修復のコス

トを掛けるわけにいかない。だから、 111] 家再

生のコストを下げるための仕組みが作事組で

あり、そのために技術の普及が要り、おｾ梁塾

など若手の講習を続けている 。木造が好きで

誇りを持って仕事をする大工は増えている。

また、再生の技術水準とコストを管理するた

めに、作事組が手掛けた仕事では最初の設計

から、施工計画を厳しく議論し、そして理事

会による完工検査も丁寧に続ける 。この丁寧

さが評判をH乎び、お得な 1I町家再生集団だと住

民に喜ばれ、作事組に加わる 町家を得意とす

る工務屈の仕事が増えてきた。

「京11町家友の会」では、歳時記とい って |町

家暮らしの演出を楽しむ行事を続けている 。

正月や雛祭り、祇園祭などは言うまでもなく、

数々の伝統行事を発掘、現代風に蘇らせるこ

とでお酒落な暮らしを演出する 。住まいの盟

かさは物質的な便 利 さではなく、風 ｧｩｪｾ によっ

て得られることは、多くの女性の共感を得た。

東京から参加の会員を含め、 500名を超えた。

中には、東山などに小さな IIfJ家や長屋を求め、

通住する女性もいる 。

環境モデル者11市に選出された京都市は、木

と土、紙でできた 11町家は維持 ・修繕を重ねれ

ば(憂れた長寿命住宅になるとして、環境施策

の柱にした。町家暮らしは、者11市住民に自然

を意識させ、伝統文化・ 産業を守る街の持続

性を維持する装置でもある 。もちろん、古都

京都に住む市民の誇りでもあり、景観づくり

の中心にもある 。町家は優れた都市建築であ

る。京110家の都市住宅としての有効性は、 し

かし、それ以上に人々に多綴な意味をもたら

した。長年住み慣れた我が家を残す相談を重

ね、家人の意見を聞き、夫婦や親子の日常を

思い、丁寧に改造していくことは家族の紳を

強くする。お仕着せの家でなく、馴染んだ空

間でこそ、家族の再構築ができる。古い家が

あれば、離れた親族も頻繁に戻ってくる。ま

た、近所の人々に親しまれた町家を; 唆す乙と

なく、締聞に再生すれば|町並みも人も元気に

なり、その喜びが地域社会の紳を強めること

も分かつてきた。そして、時代と共に衰退し

た商売を、流行の事業に代えることで街の賑わ

いも戻り、人々の営みも再生した。 さらに、

新しいビジネスや創造的な仕事をする人が増

えることで、訪れる人が増え、新しい京都ら

しさの発見が続いている。

京111] 家再生は保存ではない。IIIJ 家や長屋を

現代の住宅 - 庖舗にする十分に普及した建築

事業である 。市内の設計事務所、工務自の受

注誌も増えた。不動産会社は再生IIIJ 家 ・長屋

の住宅を高値で、売り出している 。郊外住宅や

マンションよりも新しい時代に合った選択な

のである。だから、歴史都市京都が文化的ア

リバイとして残そうという取り組みではな

い。京都の未来に必要な社会資本の重要な一

部として、官民ともに投資を続ける対象とし

て理解されている 。

1  ) 京IIIT家ネットについては、ホームぺージ (http://

ww¥v .kyomach  i  ya.netl  i  ncl ex.h t m 1) をご参照いた

だきたL、。会報や|主l述文献も紹介している。

2) 折11著 『中心市街地の創造力一科らしの変化をとら

えた再生への道j 学芸品版社、 2007年

3) :t:ll't1 nll r家再生の論理一創造的まちっくりへの方

途j 学芸出版社、2009年

( むねた よしふみ)
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歴史資産を活カ過す

一三井本館-

側 日 本 設 計 第一建築設計群剛縦長

黒木正郎

三井本館は、明治35年に竣工したルネ

サンス様式の旧本館が、関東大震災によ

って被害を受けたことにともない建設さ

れた。三井財閣の拠点的な機能を持つ事

務所ビルデイングとして大正 15年 6 月

に工事着手、昭和 4 年 3 月に竣工、周年

6 月に開館した。設計はアメリ力 ・ニュ

ーヨー クの設計事務所卜口ウブリッジ&

リビングストン社、施工は同じくアメリ

力の ジェームズ - スチユワ ト社であ

る。

28 建築と社会 ・2∞9.10

東京の日本橋は、江戸時代においては全国

への主要街道「五街道J の起点で、あり、江戸

における陸連、水運の要衝であった。江戸当

初より幕末に至るまで 「金座」が置かれたと

ともあり、貨幣鋳造とともに金融取引の拠点

にもなっていた。江戸時代以来多くの商屈が

集まり 、それらが発展してできた伝統ある企

業の本社が多く立地していることから、現在

も東京都心核エリアの業務・商業ゾーンとし

て位置付けられている。

日本橋と 三井グループの関係は、 三井家の

家祖、三井高利が1637年( 延宝元年) 、江戸

本町一丁目に呉服庖「越後屋J を創業したこ

とに始まる。呉服商から発展した三井財閥は、

明治 7 年に洋式建築の「三列二組ハウス」を こ

の地に建造し、企業集団の拠点としてきた。

現在は財閥の不動産部門を引き継いだ三井不

動産株式会社がこの地に本社を置いている。

- 三井本館

建物はアメリカンボザール様式、鉄骨コン

クリー ト造、地上 5階 ・地下 2階建て、外部

は花開岩で仕上げ、東西と南面に 1 ・2 階を

通したコリント式の大オーダーの列柱を立て

た点に特徴がある 。

内部は 111皆嘗業場の吹き抜け大空間に、大

理石仕上げによるドリス式の柱を並べ、柱頭

や天井の要所に彩色装飾を施すなど、力強さ

の中に華やかさを感じさせる意匠となってい

る。東南西の 3面は、それぞれ信託 ・銀行 ・

財閥本部それぞれの正面となる形式で、この

当H寺の複合事務所建築の典型といわれてい

る。平面は「目」の字型をしていて、 3つの

吹き抜けから最下層の銀行・信託営業ホール

に自然光が落ちる。地下大金庫の扉は50 トン

の重さがあり、日本橋川|から敷地まで; 闘を開

削 して船で搬入したという 。総工費は822万

ドル。単価を現在の価値に直すと、坪当たり

1000万円を超える 。建設費はともかくとし

て、わが国近代的事務所建築のひとつの完成

形であり、その点において「歴史的価値が高

pJ ものと評価 され、 1998年に重要文化財

指定を受けるに至っている 。

- 地域の再活性化と保存

この三井本館が重要文化財指定について文

化庁から打診を受けた 1997年当 時、東京で

は六本木地区などに新たな再開発が進行中で

あり、伝統的な百貨庖を中心とする日:柵 地

区を上回る集客力を擁するエリアが増加 しつ

つあった。111] の構造や主要施設が陳腐化 し始

めていた |ヨ本橋地区は経済的 ・者[1市活動的な

地盤沈下が現実のものとなりつつあり、大訓

練な者[1市更新開発の必要性が指摘されてい

た。そうした中、 三井本館の所有者である三

井不動産としては、当該街区における再開発

の可能性と文化財指定との聞に予想される相

反関係について検討する必要を感じていた。

さて三井本館街区の開発に当たって、街区

全体として不動産事業上の最適解を追求する

ならば、可能な最大の容積率を使って建築す

ることが求められ、いわゆる総合設計や特定

街区等の高度利用のための開発手法を使うこ

とになる 。 しかるに当時の都市開発手法では

歴史的建築物を保存活用 した場合、その「建

築敷地を有効空地に算入する j ことは可能で、

あったが、文化財 が建物として使用されてい

る場合にはその床面積は「当然J 1) 容積率対

象であると見なされていた。との場合はその

分の容積率が新しい建物に含まれないため、

大型の歴史的建築物を擁する場合は十分な事

業採算性を得ることが困難となる。 (三井本

館は約24000111、街区の238%に相当する面

積である 。従来の手法では容積割り増しの上

限は300%であ ったから 、新たな建物は62%

分の割り増ししか使用できないごとになる)

しかし建築後60年を超えた本館の傷みは

激しく、事務所ビルとしての賃料から 、も は

や自身の補修費用を捻出し続ける効用すらな

いといわれていた。この条件下では、事業と

して建築行為を見れば、本館は解体して公開

空地 とし、新しい建物に剖り増しできる容積

を最大化 して収援を得ることが最適解となら

ざるを得ない。事業者としては、乙の方向を

上回る事業上の意義を見出すこと ができなけ

れば、文化的価値を認められたというだけで

巨額の経済負担となる文化財指定を受けると

いう判断は、株主責任の上からも留保せざる

を得ない。 しかし、文化財 指定の辞退は本館

解体の決定を意味する 。逆に重文指定を受け

つつ、かつ経済合理性にもかなう方法さえあ

れば、事業と文化財保護が両立しうる 。この



ようなことから関係者は、従来の二律背反を

超える制度の必要性を共通認識とするに至っ

たのである。

- 開発と保存の両立

とれを機に東京都から、新しい都市開発制

度として、重要文化財保存と高層建築の新築

を一体のプロ ジェク卜として開発することを

可能とする 「重要文化財特別型特定街区制度」

を創設する方針が示された。この間の品百諜に

ついては他稿に詳しいのでそれに譲る 2) が、

本計画はその第一号として、 三井本館を者11市

貢献施設とし、従来日本橋地区に欠落してい

たハイグレードなオフィスとホテルとを建設

する都市計画決定を受けたものである 。

昨年来の、東京、大阪の中央郵便局をめぐ

る議論が表しているように、保存と開発の相

互矛盾がテーマとな って久しい。大都市中心

部においては、高騰した地価 を背最に、許容

容積率= 経済価値という図式により建物の高

容積化、再開発が進んで、いった。結果、明治

以降の近代化遺産としての都市建築物は、老

朽化の進行とともに多くが[ 昨体され、高層建

築に建て替えられる状況であ った。東京都心

5 区を例に取れば、明治・大正 ・昭和戦前の

歴史的建築物は、 1980年から 90年までに1016

棟から 477棟に、 実に4 7 %に減少している 。

乙れらは、表面的には経済原則に基づく行為

とはいえ、都市の歴史的文化的資産を保存す

るための社会的ルールや開発制度の不在もそ

の原因のひとつであったことは否めない。社

会的にも保存を主張する側は保存それだけが

目的であり、 一方、都市開発制度は建築の属

性にかかわらず規模に対してのみ着 目した シ

ステムであった。せめて高度成長期の後半の

時期にでも保存と開発の双方に ｪ ｾ ｬＢ 足をおいた

枠組みがあれば、解体を回避し保存活用が可

能になった歴史的建築物も数多くあ ったと考

えられるととが今となっては悔やまれる 。

- 歴史的建築物の保存から、

都市デザインの再構成へ

従来の誘導型の都市開発制度の場合は、定

型的に定められた公関空地等の数量基準と開

発可能1島模の一意的な関係を定めるにとどま

っているが、乙の都市計画制度は、保存と活

用を誘導しつつ都市開発を推進する 制度であ

るがゆえに、建築計画および建築のデザイン

のあり方までを都市計画決定の中に記述する

ものとな っている 。まず歴史的建築物の保存

を目的とするものであるから、重要文化財等

に指定された歴史的建築物を保存活用する場

合には、歴史的建築物の容積率に相当する分

を従来の容制緩和上限値である 300%に上乗

せし、緩和の上限を500%に拡大することと

している 。従来の容積緩和である300%分に

相当する周辺環境貢献については、従来型の

公開空地ではなく、歴史的建安物の文化遺産

としての仙i値を守り、それがより良く活かさ

れるために必要なデザインコードを規定する

ζ とを寺下旬Hの4艮f処として L、る 。

本都市計画においては、まず、 三井本館の

外観の特徴であるコーニスラインと列柱の構

成を継承し、街並みの池続性を形成するよう

に新規開発部分の低層部は道路際まで張り出

させ、粁線の高さをそろえ、回廊をめぐらす。

外部の公開空地は低層部外周部分の回廊空間

にとどめ、代わって道路に面する屋内空間を

アトリウムとして都市に開放する。また、建

築に蓄積された時間の重みを感じてもらうた

めに、 三井本館と新館が接する部分には、本

館外壁をあたかも展示品のように見せるため

の空間を、 「歴史を感じる空間j として都市

計画上の屋内公開空地に位置づけている 。

新規開発部分である超高層タワーは街区の

中央部に配置し、道路から見える街並みを守

ってセ ッ ト/' ¥ックした形状とすべき乙ととし

た。 さらに本館のシンメトリカルな構成にあ

わせ、それと調和する形態とプランニングに

することが誘導されている。都市計画が街並

みデザインを記述し、建築はそのコードに従

ってテ守ザ、インを実体化する 。プランナーから

デザイナーにデザインの意思を連ねるこの流

れは、より質の高い景観形成が望まれるこれ

からの都市デザインに、あるべきプロセスを

示すものといえるのではないだろうか。

都市計画としての規定は、保存される建築

の活用方法にまで及んで、いる 。三井本館は、

昭和初期を代表する業務施設であり、特に銀

行建築として高く評価されているので、 l 階

から 3 階の銀行営業庖舗は創建当初のまま継

続使用される乙とが規定されている。中間階

の事務所部分は、 一部に都市的交流施設とし

てホテルの会議施設、公共公益施設として三

井記念美術館を設置した。本館に収められた

各施設は、歴史と未来をつなぐものとして地

域の活性化に資することを期待されている 。

- 現実の多様性を許容できる制度を

新規の都市計画制度をつくることにより完

成した本プロ ジェクトに意義を見出すとすれ

ば、保存と開発に関する二律背反の議論に正

面から挑み、保存に関する者11市制度の流れを

転換するマイルストーンとな ったととであろ

う。特に歴史的建築物の保存のためには、文

化的価値を訴える活動に加え、経済合理性に

基づいた「保存のための制度」が必要であり、

それが実効性を持つことを証明した。それら

がともにあ ってこそスクラ ッフ。& ビj レドから

脱却して、者11市文化の遺産を縦9f . ¥しながら都

市機能の更新を進めることが可能になる 。

もう 一点あえて言 うとすれば、都市計画制

度という、社会 システムとして普遍性を持つ

べきと認識されているものに対して、 一般論

からではなく、ある個別の問題を解決する機

能を果たさせたことかもしれない。どの都市

においてもいずれ人口減少が現実のものとな

り、既成の都市域の再活用を余儀なくされよ

う。乙のときに直面する都市の既成像は当然

に多様であり 一般化になじむものではない。

また必ずしも文化財級の歴史浩産があるわけ

でもない 。 このような次の ｼ 時代に、コンＯ ｾ ク

トで、高品位な都市像をrUl くために必要なこと

は、容積率がインセンティブとして働かない

地域への誘導的都市計画の応用法の開発と、

小舟模かつ日常的な都市的生活景への対応方

法であろう 。歴史的建造物それ自体の多様性

にかんがみても、それらが社会の中で、活かさ

れて p く手法の具体策もまた多様で、あろう 。

創造は多様性から生まれるものであるから、

制度はそれを許容するものであってもらいた

L 、。 ζ の面においても多くの事例が現れる乙

とを願ってやまない。

1  ) 特定行政庁によ っては、建築基準法第 3条 I 項の

規定により 容積対象外の取り扱いをしていると

聞いている。

2) 新建築2006 ・1 月号、 近代建築2006 ・1 月号、

月刊リフォーム2007 .  11月号 ほか

( くろき まさお)
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図 1 地震戸

固

伝統的な減災対策が

織りなすデザイン

~歴史資産を活かした

防災まちづくりへ向けて~

立命館大学総合理工学院教授

博士( 工学)

大窪健之

図 2 彦根城楽々園「地震の問」
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わが国は「災害のデパー トJ とH千ばれるほ

ど災害を受けやすい環境に取り巻かれてお

り、その脆弱性を補うべく近代的な防災技術

を発達させてきた。 しかし近年にかけて、想

定を超える自然災害が相次ぐ中、最近は災害

を押 さえ込むのではなく、受け流すという「減

災j の考え方が見直されつつある。

これは、元来押 さえ込む技術が存在しなか

った時代に培われた知恵、であり、伝統的な文

るドア ・イン ・ドアで、家族が逃げ出 しやす

L、ように設置されたものと考えられており、

地震H寺だけでなく普段から利用 ・維持される

ことで、緊急H寺にも対応が可能となっていた。

②地域的対策では、京都熔11所の「地震殿J 3)  

と彦根城楽々園 4) (図 2 ) 、江戸城西丸5) の「地

震の問j について整理した。これらは余震に

対応した周辺からの避難所であり、あらかじ

めmE殴 ・免震的な工夫を盛り込んで建てられ

化の蓄積でもある 。先人たちは長い歴史の中 ていただけでなく、 地震H寺には即座に逃げ込

で幾度もの災害を紙験することで、災害をい みやすく、また逃げ出しやすいよう 、開口を

かにして最小限の被害で切り抜けるかについ

て工夫を重ね、防ぐことから、受け流すとい

う文化を確立してきたものと考えら れる。

むしろ技術が限られていたが放に、 人聞が

防災システムに積極 的にかかわっており、

人々が協力し合う乙とでお互いの知識や経験

を共有し、想定外の災害に対しでも柔軟に対

応する乙とができたと考えられる 。そこでは

滅災としての災害対策全般にわたり、人間の

関与が重要な役割を果たしていたといえる 。

本報告ではこれを一つの仮説として、文献

を基に、伝統的な災害対策における 人間の役

剖について整理するため、文献調査を行った 0

. 先人の知恵として報告されている既往研究

から抽出した伝統的な災害対策を、 地震、火災、

水害の 3つに分類し、さらに個別的な対策と

集団による地域的な対策に分類 - 整理を行う 。

・各災害対策の個別的対策と集団対策の両面

優先的にliiff 保できる工夫がなされていた。

以上の事例では、避期目ミ活を安全に暮らせ

るよう 前 もって資材を確保することで応急的

に入手による建設を可能としたり、常設され

た地震避難所についても 出入りが容易な平面

形でかつ簡潔で、軽量な構造とすることで、 人

の手によって必要な機能を補完で、きるデザイ

ン的工夫もなされていたと考えられる 。特に

地震戸では、1 : 1常機能を持たせる乙とによっ

て特別な訓練を必要としない非常用設備とな

っており、現代においても注目に値する 。

- 火災対策における事例

①個別的対策では、「土壁」の維持管理的

と緊急時の対応 7) について整理する 。土蔵

は家財や品物を保存する施設で、あるため、災

害対策は必須の性能となっていた。特に土壁

は耐火性能を持った仕上げであるが、耐久性

において人間のかかわりを抽出し、伝統的な に欠けることから継続的な紙偽管理が必要で

災害対策における人間の役割の重要性につい あり、それが

て明らかにする 。 故に日常から

もとより 地震 ・火災 ・水害は都市規模で頻 の性能担保が

発した自然災害であり、それぞれに伝統的な なされてきた

災害対策が行われてきた。以下では伝統的な と 考 え ら れ

災害対策における平常時や非常時の取り 組み る。雨よけ板

について、 3つの災害ごとに人間とのかかわ や庇について 図3 雨除け板 (奈良県十津川村内原)

りを中心に整理を試みる 。

- 地震対策における事例

①個別的対策 として、「地震小屋J 1) と「地

震戸J 2) を取り上げる。地震小屋は災害に際

して設置された仮設住居で、資材をあらかじ

めストックしておくことで復旧 しやすいよう

工夫さ れたものであった。地震 戸 ( 図 1 ) は

雨戸を開けなくとも素早く 聞けることができ 図4 土蔵の目塗り



も、土壁を保護するために雨の影響を受ける

部分に設置され、それがテeザ、インの特徴とな

りつつ、定期的に交換することで維持管理が

行われてきた 8) (図 3 ) 。実 際の火災 H寺には

耐火性能を補完するために、大火が迫る前に

可燃物である屋根と雨|徐け板を引 きはがし、

扉や窓の隙聞に目塗りを行う( 図 4 ) など、

焼失を防ぐための手入れがなされていた。

②地域的対策 では、 |妨火用水 9) や地域の

自衛体制 10) 11) について整理を行った。用水( 水

路) は生活利用だけではなく、火災時には防

火用水として使用されてきたが、生活のため

普段から住民による清掃等が行われ、スロー

プや階段などそれが可能な環境としてデザイ

ンされていたが故に、火災H寺にも問題なく誰

もが利用できる状況を維持してきた。地域の

自衛体制については、地域単位で火を 出 さな

いルールを設け、火災を未然に阻』こしてきた

事例が見ら れ、出火H寺には地域ぐるみで駆け

つけ消火にあたることで、被害を最小限に仰

える体制が準備されていた。

すなわち、土蔵については、平常H寺からの

維持管理や有事の人的対応によって美しい11町

並みと防火機能を維持しており、周辺環境の

面からは、火災時には地域に密着した水利と

地域住民の人手によって被害を軽減していた

と考えられる 。

- 水害対策における事例

①個別的対策では、「水屋」建築における

避難体制12) 13) や「水害防備林J 14) を取り上げ

る。水屋建築は他の家屋に対して高い位置に

築かれ、輪中に見るような石壇のある 町並み

景観が形成された。避雛用の舟( 上げ舟) や

食料を備える乙とで避難生活を送れ るように

工夫されており、浸水する他の家屋から家人

の手で家財を運び込むことで被害の低減に活

用さ れた。水害|妨備林は堤防の能力 を補完す

る目的で植樹された林であり 、1脳流的な維持

管理のために手入れが行われることで、その

景観と 性能を保持してきた。水害時には水防

活動の資材の供給源として切り 出 され、幅広

く利用さ れた。

⑫ 也域的対策では、水防活動15) や「量堤J 16)

について整理を行った。伝統的な水防体制に

おいては、水害を想定した非常H寺の役割分担

図5 兵庫県たつの市 ・揖保川の畳堤

や段取りが事前に決められ、定期的に堤防の

点検や水防道具の確認も行われてきた。畳堤

では、河川の水位が上昇し堤防 を乗り越えそ

うになると、各戸から量を持ち寄って枠に差

し込み、堤防を間上げすることによ って、想

定外の水害にも対応できるように工夫されて

いた( 図 5 ) 。準備の必要な土嚢などに比 して、

畳がどの家にもあるナ品俗化 された材料である

ことを活かした、 i涯オ1 たデザインであるとい

える。

すなわち、事前に洪水対策ーのための辺倒t建

築や峰村本帯を準備 し、被害に応じて人と財産

を移動させる対応をしたり、 地域ごとに水|妨

体制 を設け、緊急の場合には住民が協力して

堤防に手を加 え、被害 を可能な限り 小 さくし

てきたと考えられる。

- 将来の災害対策へ

阪神 ・淡路大震災を機に、われわれは従来

の完全を目指した防災対策に一定の限界があ

ることを学んだ。そして長田区真野地区をは

じめ、震災H寺の大規模な被害の中で地域住民

が協力することで災害時や災害後に柔軟に対

応し、被害 を軽減させることができた実例を

見た。

本報告の事例に見られた個別的な対策およ

び地域的な対策・からは、それぞれ人とのかか

わりの中で普L段からの維持管理や非常H寺の機

能補完が行われており 、災害時には、個人は

もとより 地域住民によって柔軟に対応する工

夫が組み込まれてきたことが示された。それ

放 に伝統的な災害対策では、想定外の自然災

害に直面 した場合でも 、人が一連の災害対策

に関与するととで性能を最大限にヲ |き出すこ

とができたものと考えられる 。

以上を踏まえれば、近代的な防災技術の多

くが精織な計算に基づく強固な対策でありな

がら、想定を超えた災害に対して脆弱な側面

を持つことに対し、伝統的な災害対策には、

一定の被害は受けるものの、人聞が関与する

ことで想定を超える災害に対して柔軟な対応

を可能とする特質があったといえる。

本報告は限定的な事例調査の域を出るもの

ではないが、将来に波り想定外の事態に対応

するためには、先人たちが成し得てきた人の

役割を重視した防災対策を再評価 し、粘り強

く柔軟に対応していく考え方の重要性を見直

す必要があろう 。伝統的な要素をまちづくり

に活かす中で、減災のデザインを見直し再生

することは、 美 しい歴史都市の保存と再生に

直接結びつく重要な所作であると考える。
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築100年以上の 「アベノ

会 ヒミツキチj

建物の造りは大大阪時代

の物。

図工教室

関西地区を盛 り上げる

道徳 ヒーロー ショ ー

「アー ト戦士エーヤ ンダー5J
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「アベノ カヒミツキチJ

今回、ご紹介するのはJ R大阪環状線、寺田町駅近くにある「アベノカ ヒミツキチ」です。

関西で活動し、田中ゃんぶを代表とする IA- yan!! ( えーやん) 関西をアー トで盛り上

げる N POJ がアートサロンとして運営、また活動の拠点としています。

I  A-yan! リは「みんなでオモロイコトで楽しく j というコンセプ トのもと、関西の商店

街おこしや地域のお祭に参加 しています。

「ベッタン王選手権j でのワークショップ、ヒーローショー「アート戦士エーヤンダー 5J

を通じて、世代聞の交流、 地域活性を行なってきました。

今年は小学校で、の図工教室、若者逮と公共施設を使ったイベントでの運営アドバイザー

も行ない、また「水都大阪2009J などの大阪府を代表するイベン トにも数多く参加 して

います。

この場所に至るまでは、大阪府立青少年会館にて「森ノ宮ヒミツキチj を、 2008年 3

月より開設していました。

ですが、大阪府の橋下知事による府政により会館が廃止売却が決定。

一時、活動場所を失い、また団体の存続の危機にも陥りました。

そんな時に，': H会ったのが、z y ，臼笠の大家さんでした。

代表の田中ゃんぶと大家さんが出会い、私たちのそれまでの活動や理念をご理解いただ

き、応援してくださることになったのです。

こうした高邑緯があり「アベノ食ヒミツキチ」が誕生しました。

寺田町駅近くの町は戦災の影響を受けておらず、その為に昔ながらの家屋や履物屋さん

が並んで、います。

「アベノ食ヒミツキチ」も大大阪のH寺代から残る、築100年以上の建物です。

石造りで大正ロマンの雰囲気があり、時々写生に来られる方もいらっしゃいます。

そして実は「アベノ食 ヒミツキチJ は、代表の田中ゃんぶの生家でもあるのです。

団体運営の様々な苦労の末、運命的に見つかった場所でもあります。

I  A- yan! ! J のアートと若いチカラを持って、自分の地元から盛り上げていけるように日々

運営をしています。

また「アベノ会ヒミツキチj では、 9 月より現役のアーテイス 卜が直接指導をする図工

教室を開講しました。

初心者でも基礎から学び、作品展示できるまでのカリキュラムです。

I  A- yan! ! J が「アべノ会 ヒミツキチ」でやりたいことは、 地域のみなさんに愛され、大

人から子どもまで、みんなが楽しく過ごせるコミュニティスペースにしていく乙とです。

例えば将来的にはカフェも運営もしていき、ゆっくりとおしゃべりが出来る場を提供 し

たり 、または歳末の夜警の時などには、集会所と しても使っていただけたらと考えています。

地域のみなさんと共に、この場所を盛り上げていきたいと考えています。

J R大阪環状 線 寺 田 町 駅 南 口 よ り 徒 歩 1 分

[ アベノ会ヒミツキチj

〒545-∞01 大阪府大阪市阿倍野区天王寺町北2-8-1

電話 06-6714-4649 

mail info@a-yan4649. com 



戦前の竹中工務庖設計部をリードした早良俊

夫、石川純一郎や構造の青柳貞世らが在籍し、

その指導は 『技術よりは人間形成j であ った。

そして戦後1950年代に入ると竹中工務庖

は「産経ピル( 童業会館ビノレ) J  1952年、「東

京産経会館J 1955年、「神戸国|祭会館J 1957 

年とさまざまな用途 ・機能を内包する組合建

築を次々と受注し、設計施工の実践による技

術の蓄積を急ピ ッチで進めていった。それら

を担当した小川正は、まさにその1950年代

のリーダーのひとり (1953年- 1961年大|阪

本脂設計部長) だった。

. ，新朝日ビルデイングJ '"'-' 現代に繋がる

大規模複合建築のマイルストーン

「新朝日ビルディング」は、そのH寺代 を代

表する作品として雑誌「新建築J 昭和33年

(1958) 6月号の表紙を飾り、 1960年創設さ

れた建築業協会賞 (BCS賞) の栄えある第

一回受賞' に東京タワー (1958年 媛 工 施 工 -

竹中工務j占) とともに輝いている。

1  ) 当H幸囲内縁大規械の複合施設

大阪市の中之島地区の一角を占めるこの地

区は、朝日新聞社の新聞の編集発行拠点とし

て藤井厚二設計の「大阪朝 日新 聞社社屋J

1916年、文化の発信の拠点として市民に親

しまれた松下甚三郎設計の「朝日会館J 1926 

年、貸ビルとして当H寺の最高の設備 を誇った

石川純一郎設計の「朝日ビルJ 1931年など

の施設が集中する“ 一大文化情報発信基地"

を形成していた。

朝 日新聞社は凹ツ橋筋を挟んで、東側に位置

. ，連歌Jのように連続した景観を形作って

きた大阪 ・中之島「朝日新聞社ビルJ 群

水省1¥・大阪の景観を代表する中之島地区

は、東に「大阪市中央公会堂J (1918年) 、「大

阪府立図書館J (1904年) 、「日本銀行大阪支

屈J (1903年) などの歴史的建造物が建ち並

び、 川や柿と 一体化 した低層で美 しい最制が

残っている 。 しかし、西へ行くと「大阪ビル

ディングJ ( 当再読シリーズの第二巨1 ) 周辺

を含め「大阪三井物産ビルJi 関電新本社ビj レ」

など再開発が加速し、超高層ビルが林立する

景観へと近年急速に変貌してきている。

凹ツ橋市J に面した昭和初期の「朝日ビルデ

イングJ (1931年 ・当再読シ リーズ第一回)

から戦後の「新報旧ビルデイングJ (1958年) 、

「朝 日新聞ビソレJ (1968年) まで約80年間 「連

歌」のように l時代を超えて連続した景観を形

作ってきた朝日新聞社ビル群にもとうとう再

開発の波が抑 し寄せ、最初の工事として今ま

さに「新朝日ビj レテe イングJ の解体工事が始

まり景観の一端が失われようとしている。
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①航空写真 (2007.5) ( 写真提供: 竹中工務庖一以下* 印)
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② ①外観

①土佐堀川下流より見る朝日 建築群

④ フェスティバルホール客席

① カクテルラウンヂよりロビーを望む

⑤2階平面図

⑦A.  Bブロ ック 中央断面

③立面図

③ ① ⑤ 

⑤ 

① 

ｏＢＮＮＮＮｊ ｟ ｊ ｾｯ ｭ＠ Ｎ｟ ム ｾ￐ ・

「建築と社会 ｊ 第ｾｊＡｬ輯 Ｖ 号Ｈ昭専問年 Ｖ 月号Ｉよりｼ
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⑨航空写真 (1970年頃) *

⑬塔屋と鉄答 (2009.1. 17) *  ⑪最後のクリスマス夜景 (2008.12) *  

⑬見学会風景 (2009.1. 17) *  

⑫B C S賞記念プレート*

( *印 写真提供 竹中工務庖)
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する郵政省敷地及び米軍接収中の駐車場を昭

和]25年 (1950) に買収、 1956年末に大阪市

の構想である“ 中之島高層地区計画の第一号"

として大阪市建築審査会の同意を得、建築基

準法57条の運用により許可を取得する。

建設委員会( 委員長. 村山長挙社長) によ

って構想さ れ、この敷地に要求されたのは、

用途を異にする貸事務所 ・銀行・放送ス タジ

オ (Aブロ ック) 、座席数約3，000の国際級の

規模を誇る大ホール ・フェスティパルホー

ル、 ABCホールなど (Bブロック) 、そして、

客室数400の関西随一の規模のグランドホテ

ル・朝日文化ホール ( Cブロ ック) の大きく

3つに分かれた機能を内包する地下 2階、 地

上13階、延床面積75，786ni 、il汗高45mlこもな

る巨大かつ複雑な複合建築であった。31mの

高さ 制限が撤廃 (1963年) されていなかっ

た時代、軒高45mの「新朝日ビルディングJ

は日本最高の高さを有していた。

2 ) 短工期を実現するために徹底した工業化

技術 を導入

これだけ大規模な施設に対して与えられた

工事期間は約20ヵ月。 しかも敷地内にあ った

屋内スケー卜リンク「アサヒアリーナJ のj鮮

体工事を除くと実働工期はわずか18ヵ月だ

った。設計と施工とが一体となった計画によ

って短工期を実現している。外装には向かい

の「朝日ビルテ' ィング」の金属パネル( ジュ

ラルミンとステンレス) との対照を意識した

デザインとして37 トン、 7，500ni にも及ぶア

ル ミパネルが採用され、建物総重量の軽減、

工期短縮を図って p る。

3) 都市計画へと紫がる地区開発的計画

大規模な集客施設の計画においては都市へ

の影響を無視する ζ とはできない。具体的に

は面積 ・容積の増大に伴う居住人員 ・交通量

の増加に対して、公共空間の開放と交通勤線

の調整や駐車場整備等を慎重に検討し、西側

壁面を敷地境界から 7m後退させ、さらに有

効 4 ml 隔のピロティ状の公共通路を設け、 地

下にも |陪4.5mの公共連絡通路を設けている。

結果、敷地の約40%を公共空間へと提供して

いる。凹ツ橋筋に面したワンブロックにも及

ぶピロティ状の公共空間は、近年の総合設計

制度による公開空地 には無い建築と都市の連

続性あるヒ ューマンスケールの空間を提供し

ている 。

.1950年代のモダニズム建築

昨日朝日ビ、jレディングJ の意昧

1  ) “ クラフト" から“ イ ンダス トリ ー" の

時代への移行期 1950年代

焼け野原から復興を開始した日本の戦後

も、物資不足と混乱の続いた昭和]20年代前半
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が終わり後半( つまり 1950年代) に入ると、

その後の日本の建築技術を大きく変革した材

料や技術が相次いで海外から紹介されるよう

になる。 昭和25年 (1950) には戦前に始ま

る種々の「建築関係資材統制」が一斉に解除

され、代用品時代が終わりを告げる 。建材は

10年ぶりに全面的に自由競争の時代を迎え

た。 日本の鉱工業生産も急速に回復し鉄鋼や

セメントの生産量も 1951，52年には戦前の

生産量を上回っている。 まさに数字の上から

も“ もはや戦後ではない" 時代を迎えていた。

“ クラフトの時代" から“ インダストリーの

H寺 代 " へ の 移 行 期 で あ っ た 1950年代は、

1960年代の高度経済成長期前夜であり、建

設資材の工業製品化がいまだ一品生産でクラ

フト的なものとして行われていたのである 。

2 )  rコマーシャリズムの建築」

「新朝日ビj レテe イングj 竣工当時、 小}II 正

は「コマーシャリズムの建築j という言葉を

頗繁に使っている 。「コマー シャルの建築を

めぐってJ と題された座談会で、小} Ii は 『村野

先生からよくお話がでるが、コマーシャリズ

ムの建築では、骨組みは不動産であると考え

れば、これは償却を必要としない。一 中11硲ー

しかし外壁は、今で、も消耗品と考えることが

できる j と述べている 。

建物のスケルトンを不動産として考え、外

装が取り替え可能なものを「コマーシャリズ

ムの建築j と小川はl呼び、外装をアル ミパネ

ルにすることによって改装を容易に出来るよ

うにすることを「コマーシャリズムの l つの

演出」としている。 これは「年月とともに|凍

腐化 してしぺ外装が改装によって新しく生ま

れ変わることは市民にとっても魅力的であ

るJ とL寸商業建築に対する小川の考え方の

一端を示している。

しかし、残念な乙とに「新朝日ビルディン

グ」の外装パネルは一度も改装されることな

く解体が進んで、いる。乙の50年の社会や経済

の変化は小}II が考えていた「骨組み」までを

も時代遅れにしてしまうほど大きなものだっ

たのである 。

- 消えた1950年代の建築生産方式

1950年代に目指した「高度な工業化 や技

術の洗練化による自由領域の拡大j が達成さ

れたかにみえる現代において、逆にクラフト

的なものとして手探りで工業製品化が行われ

ていた 1950年代 の建築が魅力 的に見えてく

るのは何故だろうか。

そのヒン トは、大量にビルが供給される

1960年代にある。1960年代になると 急激な

建築生産の変容に前川国男のテクニカル ・ア

プローチは飲み込まれて p く。また、一方「教

条的モダニズム」と対決姿勢をみせていた村

野藤吾は、より作家性の高い作風によって自

在さを獲得してしベ 。

1950年代には、 1960年代に大きく分かれ

ていく 2つの流れ一「村野藤吾らの“ クラフ

ト的" なものと前川園男らの“ インダストリ

ー的" なものJ ーが未分化なまま並立してい

たのである。 しかし、 1960年代に始まった

オフィスビルの大量供給に伴って建築資材の

工業製品化や1品俗化が急速に進み、現代では

建材をカタログからチョイスすることが当た

り前となり、経済合理性からも必然になって

L 、る 。

• i都市の記憶J の継承に向けて

市民をはじめ演奏家とともに数多くの思い

出を刻んだフェステ ィパルホールの解体を惜

しむ声に応えて、平成20年 (2008) 12月22

日に 一般向け、そして平成21年 (2009) 1  

月17日に建築関係団体の専門家を対象とし

たお別れの見学会が開催され、両日ともに多

くの人々が抑 しかけた。解体前に建物の見学

会が正式に 開催されることはまだまだ珍し

い。その意味でお別れ見学会が開催された乙

との意義は大きいと言える。 しかし、人の寿

命が約80年の時代に建築の寿命が50年で良

い、つまり、建築の社会 ・文化的な価値はそ

んなものなのだろうか。

あるテレビ番組で建築家の故・黒川紀主主さ

んが、「何のために建築家をやっているかと

言うと、自分たちが生きた時代がどういう| 時

代であ ったかを作品に込め、それによ って後

の人々がH寺代精神を理解ーして下さることに喜

びがあるから J と語っていた。

建築はそれが建てられた時代を物語る大切

な「都市の記憶j である。時代や社会を映す

鏡として建築は造られ、建築によって社会は

造られ時代を重ねて来た。「新朝 日ビルディ

ングJ が50年にわたって大切に使われてきた

とともそのH寺代を映 し、今般解体されるとい

う事実も経済合理性優位の今の時代や社会を

象徴している。

現代は我々にとって大切な「都市の記憶」

を経済合理性によって失うことが頻繁に起き

ている。 こうした動きに打ち勝つような社

会 ・文化的な仕組みづくりや法整備が必要

だ。今のままでは「都市の記憶j という時代

の証しの存在しない時代を我々は生きていた

乙とにな って しまう 。人の記憶の継承と同じ

ようなスピードやテンポで、 H寺代時代を代表

する歴史ある建築を活かしながら少しずつ

「連歌j のように年を刻む中でゆ っくりと更

新されて p く都市景観であって欲しい。

( まつくま あきら/ 附竹中工務自大阪本庖設計部)



「建築と社会」誌

大正6年3月に誕生した日本建築協会 本建築協会雑誌」、さ らに1年後には おりで、パックナンパー購入希望は、

(当 11寺田関西建築 協会) の、 機|品|誌 「建築と社会j と改組し 、今 日に至 日本建築協会事務局 (T EL 06- 6946ー

は大正6年9月に 「関西建築協会雑誌J ってL 、る 。 6981、FAX 06・6946- 6984) まで。

と題して創刊された。大正8年に 「日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価格は12∞円( 送料・消1'1税合) 。
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2 0 0 0  

v ol. 8 1  

2001 

vol. 82 
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vol. 84  

2 0 0 4  

vol. 85 

2005 
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2 0 0 6  
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2008 

v ol. 89 
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備局'iKr級制i ・ 霊知名古屋 ーパート 2一 法鼎団規定の ・ 掛町 エンジニアリ ・大阪市中央

*  あり方 リパ ｭ プレイｾ ングの現在~ 公会堂

・ 東佃珪聾事萌所 ・ 丸州のI自峨づ ・ 車両支部 ・ サスティナピ ・盟聾と五感 ・ 都市計画法及 ・ コンパージョ ・ 1l ' 議と建築 ・ 坦1置とノスタル ・ !J と楽しくつ ・私の空間作法 ・ 首¥50I i'ili'i-年

制立7棚 くりまちづ . 2JL1E唱 掃ぷii に び鐙築基糊 ンーインテリ 設備 ジ ー 臨 時 拾う方法 →目作品 技術者+i ' i -

のtre 舗と必 Eらしの刊 j ，均 等の改正 7 から尭fil す 観的価値につい 年技術者顕

くり 面づ〈りをねるー るまちなみー て色 彩50
1
1"

・ 大阪市住宅局 ・ 都ili 緑化 ・ J I ! 潟支部i ・ ｾリスクな ・ リニュー Ｗ ・ 地域住民主体 ・ Product ・ 銭湯~心地 ・ 弘II 築家とは ・ 巨大地震に ・私の空Il ll fj; 世 ・ 節目回

会t1作品 、 「まち再生J ) レの技 のまちづくり Design+  1  よさを求め 何か そなえて ー全日作品- Wi p技術者

・ 愛 ｉ 出現 ＼ｴ￭ ｾ Ｍ Ｍ ｾ＠ Ｍ ， ｾ＠ と支綴制度 て ~

*  

- 鍵災から ・ 「他やかJ ・ 東海支部i ・ 建築の経済 ・ 住まい方の ・ 人工栽指 ・ 止世代に伝える ・ 改正建築基 ・ 火災から ・ 構造の過去 ・私の空間作法 ・ 冒¥52回

JOi f.. ・ 長崎医1 M 全日日品2005 化 変化 [本j の盟軍 部訟と景観 寸る から未米へ ー全日作品- lj!f 年技術者

センター ・ 紛 1: お11. 服づ ・ I控聾と社会j 緑三法 *  

くりへの町U M 1捌号齢

. / : J i 市環境デ ・ f地方空港の ・ 東海支部会 ・ 郷市再生の ・ 変容する家 ・ 身近な肯エネル ・ 設計図が伝 ・ 建築物の安 ・ 宮¥53回 ・ 「セキュリ ・ もしも ・ ｾの空 間作 法

ザインと参 時代J - まち 日作品2∞6 本質~光と 族形態とあ ギー~エネルギ えるもの 全 安心 lj! 'f11:. 技術者 ティ J - 構造が米 一会11作品

wのまちづ と共存するｾ + 東海支部 影のはざま たらしいライ ーをたくわえ. 1I *  来へつなぐ

くり 港づくり~ 特集3:lJ 1作 * で ~ フスタイル 効利111する~ 拶 ~

- 光り輝く ・ 学校新時代 ・ 京海支部会 ・ AI' I立90周年 ・ あそび考 ・ こだわりが ・ 住まいの設 ・ 建築系新 ｴ 誌 ・ ｾ築基地法 ・ 首 ｜ＵＴ 回 ・ ガラスを ・ 柴しい梢造

京都の景観 ｴｾ 作品 Ｒ ∞ Ｗ 記 念 こ の AI 'I る住まい 備と空間lの が伝えるも 等大改正 青年技術者 考える の世界

まちづくり + 東海支部 10年、これ のカタチ 移り変わり の

特集3部作 からの10年

・ 私の空1111作法 ・ PF1明菜、 ・ 東海支部会 ・ まちづくり ・ 1f Tホテ J レ物 ・ 設備に役立 ・ 中園地方を訪ね事 ・ 主s築と景観 ・ 首¥55回 ・ 木造住宅を ・建築において ・ 自然と戦う

一会n作品ー その後 品作品2008 20日年E E m つ地震対策 いて見えるもの ff 年技術者 巡って ROBOTが 梢iEt

+ 東海支部 ・ 小林聖心女 活 ｉｉｾ する日は
特集3部作 子学院 来るのか?

* は欠号
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Ｇ玄 ｊｾ 後作 - MIYAGI  SHUNS AKU-

学歴

1983年 京都大学大学院農学研究科博士前期課程修了

1986年 ハーバード大学デザイン学部大学院修了

経歴

1991年 設 計 組織PLACEMEDIA設立

千葉大学緑地環境学科助教綬を経て、2001年より奈良女子大学生活

環境学部住環境学科教授

安賞歴

1994年 『歴史的市街地における[ にわj を媒体とした空間構成単位の研究』

で、 日本造図学会賞 ( 研究論文)

1996年 植 村 直 己 冒 険館のランドスケ プデザインで日本建築学会作品賞

2002年 平等院宝物館 (2002年度日本建築学会作品選奨・ BCS賞 ・クッ ドテ

ザイン賞)

写真撮影河合止揚

聞き手 恨木和人 (東畑建築事務所)

38 建築と社会 ・2∞9.10

“スタイルレス" というスタイル

「阿字池の波の立ち方が昔から変わった」。阿字池とは平等院m，¥風

堂の前に広がる池である 。E期目。卜阪とな ってい る池岸は、子どもの

ころは石組だったために当時の記憶とは違う波椴ふ様を感じていると

Lヴ 。平等院の家に生ま れ、幼い頃から滞土庭園を遊び場にしてい

た“特殊Ｂな生い立ちを 背 景に語る言葉からは、感 性の ｾｉ ￴ 凡さと奥

深さが潔う 。その鳳風堂に隣接する平等院鳳期館は施主とランドス

ケープアーキテクト両方の立場で取り組んだ作品で、ある 。動線計画

や凶市1計画、展示手法、ディテール等、建築にまつわる説明は尽き

ないが、ランドスケープに関しては多くを語らない。 しかしそれは

敷地内にあ って新旧の結界をつくることなく馴染み、それでいて清

新な風景が展開しており 実に気持ちょい。

「ラ ンドスケープデザインは“ 状況" がないと ，':B来ない仕事。コ

ンディショナルなアートだJ と語る。植村直己冒険館で栗生明氏と

コラボレー卜して以来数々の建築家と仕事をしてきたが、互いにぶ

つかることはないという 。「建築とまち、建築と自然環境との関係

をとりもつのがランドスケープの役割。建築家からの意見の数々も

“ 状況" であり、そ れらを受け入れうまくとりもつことが自身の仕事j

と諮る 。自己のスタイルや主張するかたちについて持論を期待する

も「建築でいうと乙ろの作品性や作風というようなものは求めてい

ないJ とあ っさり 。では“ とりもつ" 作業が行き詰まることはない

のかと 尋ねると「そのようなととはない。建築、環境、それぞれの

有り様と遣うプレゼンスを出そうとするから行き詰まるのではない

か」 とあくまで自然体のスタンスを貫く 。

「小さい頃か らものづくりをしたいと思、っ ていたが、建築家にな

りたいとは全く思わなか ったj 。今でもその ようで、構築的に もの

をつくることに関心がないと p う。元々植物や庭に興味があったと

L寸氏は、京都大学大学院を修了後ランドスケープの先進教育を求

めてアメリカへ波る 。やがて日本ではバブル時代、各地でリゾー ト

開発が繰り広げられランドスケープデザイン に海外のデザイナーが

111
1し寄せた。そこに待ったをかけるべく“ 日本のランドスケープア

ーキテクト" 確立を目指し日本ヘ戻る 。

1990年代半ば、 事務所を立ち上げて初めての仕事が舞い込む。

11ヘクタールもの多摩ニュータウンの仕事である 。「環境にはH寺問、

人、気の流れみたいなものがある 。 ランドスケープを考えるとき、

それらの流れを読み、その流れを少しだけ変えてやるような仕掛け

を組み込む。 しかしその後の変化はあくまで想定範囲内に収まるよ

うにしなければならなし リそれは四季で変化する植物を扱う庭づく

りにも通じる。一方、平等院の西側に隣接する氏のアトリエは、利

のＩＡｩｬｾ情あるこぢんまりとした前庭が清々しい 。 「ランドスケープを

やるにはスケール感や密度感が重要。生まれ育った環境の影響が非

常に大き pJ という 。さらに「見たことのないものはつくれない。様々

な体験のなかで網膜に焼き付いたもの、そ乙から生まれる感性やイ

メージは大切にすべき」と飾l らない。話題性を求めず自己主張を取

り払ったものづくりの裟場Lは“ スタイルレス" なるスタイルともい

うべきか、ものづくりの本質を見極めた目の覚める語りであ った。

「乙のア トリエから夜の平等院を 眺めると、月の光にのみ照らされ

る瓜 ｕｾ ｜ 堂の萱が実に美しいんで す ｊ 1iJ fぎ澄まされた感性が見え隠れ

する。



BE GAー その高度な光と品質

エクステリア照明に要求される光の質、

厳しい環境条件に耐 える品質、

そして建築のクオリティに対応する

デザインと仕上の美しさの徹底的な追求。

ドイツが生んだ s E GA の

明快なコンセプトと製造ポ リシーは

建築設計、 !照明計画に携わる方々の

高し通信頼を得て、

多くの名建築や、パブリックスペースの

理想!的な!照明言|回を災現 します。

y a ma g i w a  

ヤマギワ株式会社

〒101- 0021 東京都千代田区外神田 1- 5- 10

Tel ephone: 03- 3253- 5111 

www. yamagi wa. co. j p 

近畿宮業部

〒542- 0081 大阪市中央区南船場 2- 9- 8

シマノー住友生命ピル 3 階

Tel ephone:06- 6258- 6721 

「平等院ミ ューシーアム鳳朔館」 設計 : 側栗生総合計画事務所

関 西 の 建 築 界 群 像 第 2 回協賛広告
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のおそれが少ないので、補助対象外とした。

過去の布Ii Jll J 笑拙から、対策工事における対

処方法を見たと乙ろ、固い込みや封じ込めと

比べて、圧倒的にアスベストの除去が多く、

これから見ても既存建築物にアスベストが存

在することに対する、鐙築物の所有者・管理

者の不安が大きいことがうかがえる。

しかしながら、補助申請を行うととにより、

自己の所有する建築物の内容を知られたくな

い乙となどから、対策がなかなか進んで、いな

いのが5契約である。

本市においては、今後も様々な手法による

普及活動につとめ、啓発を図っていくことが

必要と考えている。

本市補助制度を利用するにあたっては、事

前協議を行 った うえで申請を行い、その後、

含有調査や対策工事を掲UI l i することとしてい

る。今年度の申し込み期限は11月末までと

なっているので、大阪市内にある補助要件を

満たす辿築物の所有者管理者の方には重ね

て申し上げるが、建築基準法第 8条にもある

とおり、「建築物の所有者、管理者又は占有

者は、その建築物の敷地、構造及び建築設備

を常時適法な状態に縦t持するように努めなけ

ればならな L リことを十分に再認識して、早

期のアス ベス ト対策を掲J包していただくよう

お願いしたい。

l 今後の課題

しかしながら、補助事業をすすめていく中

で、含有調査および対策工事を刻iili するため

には、分譲共同住宅などでは住民の合意形成

にH寺聞がかかること、自己の所有する建築物

にアスベストが存在するということを公表し

たくないこと、など建物所有者における課題

も見えてきた。大阪市としては、対策が実施

されていない露出した吹付けアスベストの存

在する建築劫がいまだに残っている状況を踏

まえ、平成21年度よりさらに 3 年間アスベ

スト対策への補助期間を延長し、また、補助

内容を拡充することとした。

民間建築物における

アスベスト対策

黒川寛浩

大阪市計画調整局建築指導部監察担当担当係長

ＹＺＺｉｾ＠

空会|
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l 終わりに

l 補助制度の主な改正点

主な変更や拡充の内容は、 以下のとおりで

ある。

①分析調査の補助率は補助対象費用の 1/ 3

(上限金額: 戸建住宅 3万円、分譲共同住宅・

一般建築物10万円) としていたが、全額補

助( 上限金額25万円) とした。 さらに、 1  

試料あたりの上限金額を 10万円と設定する

ことにより、適正な市場価格に応じた補助を

行う乙ととした。

①戸建住宅に対する分析調査 ・対策工事の

補助対象を「自ら居住するものJ に限ってい

たが、すべての戸建住宅( 賃貸住宅を含む)

に拡充した。

部電気室 ・機械室等では、不特定の者が室

内で作業を行う可能性があることから共用部

と位置づけて、今までより補助対象としてき

たが、点検を伴わないものについては、閉鎖

された状態にある ζ とから、アスベスト売 ｾｬ ｩｘ

Z成17年に石綿を取り扱う工場従 LH者及

び工場周辺住民のアスベスト健康被害が公と

なり、アスベストが大きな社会問題となって

はや 4年が経過したが、建築物の所有者 - 管

毛rr者が自身の建築物に対してどのようなf1:任

を果たさなければならないのか、まだまだ認

識が低いように忠われる。

そこで大阪市では、アスベストによる健康

被害拡大| 如t の観点からも、早期にアスベス

ト対策が必要で、あ ることを、建築物の所有

者・哲; 埋者に溜lf1産してもらうために、普及瞥

発に努めてきた。また、既存建築幼のアスベ

スト含有調査や対策工事を実施する |僚に白用

の一部を補助する 『大阪市民間建築物I次付け

アスベスト除去等補助制度』 を平成18年度

より 笑lfi ! i してきた。

民間ｾ築協におけるアスベス ト 対策の品副首， Ｑ

や大阪市における補助事業の内容について

は、平成19年10月号の本コーナーで述べた

ところであるが、その後の車ifi f &と補助制度の

改正点、今後の記R題などについて以下に述べ

る。

アスベスト含有調査に対する補助金

「大阪市アスベスト対策基本方針( 平成17

年12月)J を受けて、本市の補助制度はアス

ベストによる健康被害に対する市民の不安を

解消するため、平成18年 6 月より 3 年間の

|時|浪制度として実施してきた。

そもそもこの制度は、大阪市内にある補助

要件を満たす建築物において、アスベストを

含むおそれのある l次付け材が露出している場

合にはその含有調査を、また、アスベストを

含むl次付- け材が露出 している;場合にはその対

策工事( 除去・固い込み ・封じ込め) を、建

築物の所有者 ・管理者が実施するにあたり、

上限金額を設けているものの、含有調査およ

び対策工事にかかる費用の 1/ 3 を補助する

ものであり、これにより建築物の所有者 ・官・

理者の負担を軽減するものであ った。

分際共同住宅一般建築物

10万円

補助対象費用の 1/ 3

戸建住宅

3万円

上

限

金

額

l その後の経過

平成21 年度 ::

平成J 3年度 :i 毒 l  一律25万円 )  

i  喜 l  (1 試料あたり 10万円) J  

い ー "

o 々

や " シ

、Ｚ］］］］ ］ ］］］ ］ ］］］］］］］］］ ］］］］ ］］］ Ｚ ＺＺ ］Ｚ ］ ］］ ］ ］］ ］］］］］］］］］ ］］］］］］］］ ］ ］ ］ｾＧ

補助制度の主な改正点

蹴

平成2引1年3 月3引1日

補助対象費用全額
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アルミニウムシート

ダンボール波板

ダンボール波板

アルミニウムシー ト

不燃ダンボールボード図 2

• • • • 
ｾ＠

考F |

• • 
超軽量空調ダクト

ーダンボールダクト-

杉 鉄 也

紛竹中工務自東京本庖設計部設備課長 アルミテープ貼リ

タツ力一 ( 150rrmピッチ)

貼リ合わせ用糊

気密テープ処理

----

ダンボールダクトの外形図 1

ダンボールダクトの製作

鋼板裂ダクト + G W

建設コストの比較

ダンボールダクト

図 3
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ダンボールダクトは、リサイク j レしたダン

ボールとアルミシートにより不燃加工し、空

調 ・換気用ダクトとして再生させたエコマテ

リアル製品で・ある (図， ) 。

ダンボールは、軽い、 加工しやすいなどの

メリッ卜があるが、湿気に弱い、燃えやすい

などの欠点があ った。アルミニウムシー トで

ラミネー卜加工するととでダンボールの欠点

を解決し、多方面で、の利用が可能となった。

適度な断斜計生能を持ち、結露を|勿ぐことが

できるため、 一般的な空調ダク卜として利用

できる。また、廃棄の|僚はアルミシートと紙

を分離しておのおの再利用ができ、環境負荷

低減にも寄与できる。
図 5製造 ・建設 ・更新時の30年ライフサイクルC02

排出量

図 4

l 不燃ダンボールボード

不燃ダンボールボードは、 図 2 に示すよう

にj享さ5mmのダンボールを 2J 習に重ね、両

面にアルミニウムシート 50μ mと水酸化アル

ミニウム混抄紙をラミネー トした製品であ

る。

基本性能は、密度は亜釘j鉄板の7，860kg/ni

と比II変して 1/50程度、 1見付ヨ: 能はグラスウー

ルとほぼ同等である。不燃性能は、 J IS A  

1321の試験に合格し、国土交通大臣の不燃

認定を受けている。

採用伊j一都内某テレビ局ー図 7採用例ー竹中工務庖東京本底図 6

l 実績

本製品は2003年 3 月に製品化し、当社東

京本j苫社屋新築工事に採用した( 図 6 ) 。そ

の後も実jti を重ね、 2008年 7 月には洞爺湖

サ ミットの報道拠点となった国際メディア セ

ンターにおいて主要空調ダクトとして採用さ

れ、建物J の解体時にはダンボールダクトも紙

とアルミにそれぞれリサイクルされた。

2009年 3 月時点での採用事例として 18件

の 実 績 が あ り ( 図 7)、C02削 減量 は330t

- C02となる。 これは、約1 . 78haの育成林が

30年かけて吸収する量に相当する。

( すぎ

建築と社会 ・2∞9.10

てつや)
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l 環境評価

ダンボールダクトと鋼板製ダクト+ グラス

ウール保潟材の製造、建設、更新時の30年

ライフサイク j レC02排出量を計算した結果、

ダンボールダク トは従来の鋼板童話ダクトに比

べて33%租変である( 図 4 ) 。

建設コストは、使用する場所や建物の条件

により異なるが、鋼板製ダクト+ グラスウー

j レ保? 刷オの約30%が削減可能で、ある( 図 5 ) 。

耐久性の点で、は、寿命の差はほとんどなく、

it さえつかなければ内外表面のアルミニウム

で保護されており、アルミテープの耐久性も

30年以上であることを確認している。

l 組み立て・接続

ダンボール強度を保つため、出! げ方向は波

目と垂直方向とする。不燃ダンボールボード

は約 1mの周長のタe クトとなる。サイズを大

きくするには 2 枚のボードを組み合わせてL

型に製作する。気密性能を確保するために、

タッカーと称するダンボール用の留め具を

100- 150mmピッチで重なり部分に固定する

(図 3 )。

短管を接続する |擦は金属製のサヤ管を利用

する。短管と短管はサヤ管部分で密封させる

ように、アルミテープで数巻きして固定する。
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砂「住生活月間j の実施

国民に住宅、住環境、住まい方等について考

える機会を広く提供し、国民の{主意識の向上

を図り、盟かな住生活の笑現のため下記の機

関を「住生活月間j とする 。

期間2009年10月 1 日 ( 木) - 10月31 日( 金)

詳細は、匡l土 交 通 省 住 宅 局 住 宅 政 策 課

(TEL. 03-5253-8111 Ｈ イ ｾＩＩまで 。

砂建設リサイクル法府内一斉パト

ロールの実施

大阪府では、建設 リサイ クル法の周知 l弘知恵を

図るため、下記のとおり 実施する 。

. 実施日 2009年10月26日( 月)

. 実施期間 大 阪府及び府内17市

( 大阪市、盟中市、堺市、東大阪市、吹田市、

高槻市、守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、

茨木市、岸和田市、箕面市、門真市、池田市、

和泉市、羽曳野市)

・重点的にノ判、ロールを行う事項

①適正な分別解体等が実施さ れているか。

①特定建設資材廃棄物について適正に再資源

化等が行われているか。

①解体工事が建設業許可 または解体工事業登

録業者によって行われているか。

①解体工事等の庭i出が事前に提出されている

か。

. 問合せ先: 大阪府住宅まちづくり部建築指

導室審査指導謀建築環境 ・設備グループ( 担

、ｾＯ東 ・ 荒池Ｉ TEL. 06-6941-0351  ( 内線4320)

砂違反建築防止週間

大阪府では述反建築防止週間内 (2009年10

月11 日- 10月17日) に府内一斉パトロール

を行う 。

問合せ大阪府内建築行政連絡協議会監察部

会事務局( 大阪府住宅まちづくり部

建築指導室建築安全課担当 堂園、

岩田) TEL. 06-69'1l -0351  (内線4328)

詳細はホーム ぺージで。

http: //pref .osaka.jp/s_kenshi kushi do 

砂非住宅建築物( 民生業務部門)

のエネルギー消費実態に関する

シンポジウムを開催

日時 : 2009年11 月 5 日( 木)

会場 : 独立行政法人住宅金融支援機構

すまい るホール

( 東京都文京区後楽1-4-10)

募集人数: 150名

参加賀 ・5，000円( 消賀・税込み)

. 基調講演/

「低炭素社会実現に向けた建築の役割」 村上

周三 (非住宅建築物の環境関連データベース

検討委員会委員長他)

「非住宅環境関連データベースへの期待J : 宮

本和宏( 国土交通省住宅局建築指導部謀長補

佐) 他 6名

詳細はホーム ぺージで。

ht t p: / / www. ibec.or .jp  

砂平成21年度土地月間記念講演会

「関西再生フ。口ジ、工ク卜の実際j

聞 大 阪 府 不 動 産 鑑 定 士 協 会 (TEL 06-

6203-2100) ほか 2 団体の主催で、 10月の土

地月間に開催 される記念講演会の概要は、下

記のとおり 。

日 |侍 2009年10月22日( 木)

13 ・ 00- 15 : 00 

会 場 ホテル阪急インターナショナル

61滋 ・瑞鳥

大阪市北区茶屋町19- 19

講 演 ・報告

今後の関西の地価 を読む/ 百合口賢

次 . (社) 日本不動産鍛定 協会理事

・講演

|業!西再生プロジェク 卜の実|燦~次 世

代型まちづ くりの現場からの展望

- / 高田昇・都市計画家、側C O M

計画研究所代表

定 員 200名

申 込 み 不 要 入 場 無 料

砂藤本由紀夫

SHADOW- exhi bi t i on 

obscura一

サウンドアーテイスト ・藤本由紀夫氏の作品

に、兵庫県立美術館の所蔵品を加 え、展示室

全体を「体験する展覧会」として企画桃成し

た。この展覧会は、企画者 ・兵庫県立美術館

と案内役の藤本由紀夫氏のコラボレーション

によって開催される。

藤本由紀夫氏は1950年名古屋に生まれ、大阪

( 1SX1S)  2002年西宮市大谷記念美術館蔵

木、アクリル、オルゴールユニット、2 0 9 x  2 0 9  x  7 .5αn 



芸術大学音楽学科を卒業。2006年 ま で10年

間、西宮市大谷記念美術館で年 1 日の展覧会

「美術館の述足J を開催してきたことは記憶

に新しい。現在、神戸にアトリエを梢える。

会 期 2009年 7 月25日- 11 月29日( 日)

10:  00- 18  :  00 ( 特別展開催中の

金 ・土は20: 00まで)

月| 曜休館、ただし 9121は 開 館 ・

9124と11124は休館

神戸ビエンナーレ 会期中の10/3 -

11123は無休

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館 常 設 展 示 室

神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1

観覧料 500円、大高生400円、中小生250円

常設展示の招待券は日本建築協会 (TEL 06-

6946-6981) へ。

砂特別展 第62図式年遷宮記念

伊勢神宮と神々の美術

伊勢神宮では20年に一度、事11殿から村
l
宝まで

新しく造りかえ、御利
1
体を新宮に濯す「式年

選 宮j が1，300年間にわたり継承され、平成

25年 (2013) に第62回を迎える 。 それを記

念して、伊勢神宮の村1宝、「古事記J ( 国宝)

などの古文書等を展示する 。

会 期 2009年 9 月191: 1(上) - 11 月 9 日( 月)

9  :  30- 17 :  00 火| 限日休館

ただし、 1113 開館、 11114休館

会 場 大 阪 歴 史 博 物 館 6 1省特別展示室

大阪市中央区大手前十1-32

TEL. 06-6946- 5728 

入館料 800円、大高生540円

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

・出展作品: 伊勢参詣長茶羅、( 国宝) 桶蒔

絵手箱及び内用品、( 国宝) 金

銅高機、( 重要文化財) 男事1
1
座

像等。

[国宝] 橘蒔絵手箱

閉徳元年 ( 1390) 和叡山

熊野速玉大社蔵

砂特集展示

i トーマて三二・

I Bワ& z z m

嚇-h- 了. .  

大坂の伊勢信仰とおかげまいり

江戸時代の庶民が突発的に集団で伊勢神宮に

参詣する「おかげまいり J に閲する資料を多

数所蔵している本館は、大阪の伊勢信仰と「お

かげまいり J の実態を中心に大阪の歴史と文

化 を彩った伊勢信仰 について紹介する 。

会 期 2009年 9 月 2 日( 水) - 11 月 9 日( 月)

9  :  30- 17 :  00 火臨日休館

ただし、 11/ Ｓ Ｑ ｾ 日 館、 Ｑ ＱＯ Ｑ Ｔ 休館

会 場 大 阪 歴 史 博 物 館 8 階特集展示室

大阪市中央区大予前4-1-32

TEL. 06-6946-5728 ( 代表)

入館料 600円、大高生400円

展示品 : 神明宮( 長谷川 貞信画) 、おかげま

いり菅笠、天降剣先職、豊能御蔭参

之図書事

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

砂道教の美術 T AOI S MA R T  

ヲオ

道! 老子からはじまる終わりなき

旅・. .

道教とは老子を祖と崇め、道を説き不老長寿

を究極の理想とする中国でうまれた宗教であ

る。古代の思想 ・信仰・神話、そして仏教を

も取り込みながら発展を続けてきた。道教の

美術とは、その思想と同様に多額多彩であり、

現在も終わりない展開をみせている 。

会 期 2009年 9 月15日( 火)- 10月25日( 日)

9  :  30- 17  :  00 

9/24、9128、10/5、10/ 13，10/19休館

会 場 大 阪 市 立 美 術 館

大阪市天王寺区茶臼山III J l -82

入場料 一般 1，300円、高大生900円

問 合 せ 大 阪 市 立美術館 (06-6771-4874)

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) ヘ。

仙人像〔羽人〕

後漢時代 1世紀

大阪市立美術館

砂時川実花展

一地上の花、天上の色

( Noi r ) より2008年

ファ ッション、音楽、広告、 映画など様々な

ジャン j レで活躍し、今最も注目を集める写真

家 j笹川実花の個展を開催する 。1996年キャ

ノン写真新世紀優秀賞、 2001年木村伊兵衛写

真貨を受賞。 フィルムにこだわり、色を一切

編集しないで、生み出される極彩色の作品は、

視覚的な華やかさを超え、作家自身の視点を

見る者に鮮烈に印象づける 。本展では、「花j

「金魚」刊誌」などをテーマにした代表作など

450点以上の作品を紹介する。

会 期 2009年10月10日( 土) - 11月29日( 日)

10 :  00- 17 :  00 水11程休館

会 場 西 宮 市 大 谷 記 念 美 術 館

兵庫県西宮市中浜III J 4-38

入場料 一般800円、高大生600円、小中生400円

問 合 せ 西 宮 市 大 谷 記 念美術館( 池上)

TEL. 0798- 33-0164 

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) ヘ。

砂特別展

「いけばな~歴史を彩る日本の美---J

仏に備える花を源流とし、 室IIIJI 時代に機々な

様式が誕生した ｲｾ 、けばな ｊ 。 江戸 ｈ 寺代には

各流派が生まれ、庶民にも広がっていった。

本展では、後世のいけばなの手本とされた室

11汀11寺代の花伝舎や、立花園を並べた扉風、花

を楽しむ女性を描いた浮世絵など重要文化財

を含む180) 誌を紹介する 。

会 W] 10月 3 日( 土) - 11J=115日( EI )

10:  00- 18 ・00 月lI ?k 日休館

祝日は開館、 翌日 休館

会 場 京都文化博物館

料 金 一般1，100円、高大生800円、

小中生500円

問合せ京都文化博物館総務諜( 張圧1)

TEL. 075-22-0888 

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

重要文化財

「色絵理洛文花生」

野 々 村 仁 清 江 戸 期

京都 f二和寺蔵

砂松伯美術館開館15周年特別展

「上村松園・松筆 ・淳之展J

~三度の壁を乗り越えて~

松柏美術館は平成 6 年春の開館以来、上村総

図 ・松監 ・浮之、親子三代にわたる作品を収

蔵、展示し、この度開館15周年の節目を向か

え、 16年目の新たなスターをと切ることとな

った。本展では開館15周年を記念して特別展

を開催する 。「画家には乗り J協えなければな

らない三つの壁がある」という上村淳之の言

葉をキーワードに、 三人各人が苦労の後によ

うやくたどり着いた作品約40点に焦点を当

て、改めて上村三代百年の画業を紹介する 。
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日 時 2009年10月16日(金) - 11月29日( 日)

10 :  00- 17  :  00 111 9  ( 月) 休館

ギャラ リートーク 10月181: 1(1: 1)  

14:  00より

会 場 松伯美術館 TEL. 07'12-41- 6666

奈良市登美ヶ 丘2-1-4

料 金 大人1，000円、小中生500円

招待券は 日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

砂狭山池復活慶長の改修にみる

先端技術

「度長の改修j は、大地震などの災害によっ

て荒廃し、廃池同然で、あった狭山池を魁らせ

る大事業であった。本展では現代の狭山池の

礎を築いた俊長の改修にスポ ッ トを 当てる 。

会 期 2009年 9月26日(土) - 11 月29日( 日)

月i曜休館( 月1 I U1 が祝日の場合は翌 日)

会 場 大 阪 府 立 狭山池博物館

大阪狭山市池尻中 2 丁目

料 金 無 料

問合せ TEL. 072-367 -8891  

砂クリム卜、シーレウィーン世紀末展

19世紀末、アカデミズムに決別 を告げた「ウ

ィーン分離派」を中心に独創的な表現がウィ

ーンに彩りと活気をもたらした。 なかでも、

金色に輝く画面に妖しく魅惑的な女性の美を

摘 きだしたグスタフ ・クリ ム 卜、人間の内面

をえぐりだしたエゴン ・シーレは、とのH寺代

を代表する画家である。本展では、ウィーン ・

ミュージアム( 旧ウ ィーン市立歴史博物館)

のコレクションの中か ら、上記の 2人 をはじ

め、ハンス・マカルト、カール・モル、コロ ・

モーザ一、マ ック ス - オ ッペンハイ マ一、オ

スカー ・ココシュカらの選りすぐりの作品約

120点を公開する 。

会 期 京 間 年10月24日(土) - 12月23日( 水)

10: 30- 19 :  30 

会 場 サ ン トリー ミュージアム〔天保山〕

クス タ フ ・ ク リム卜 Ｈ ｊ ｾ ラス ・ ア テ ナ Ｉ 1898年
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大阪市港区海岸通1-5-10

入 場 料 大 人1300円、高大生1，000

小中生600円

問合せ サントリーミュージアム広報部

06-6577-0006 

招待券は 日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

砂「聴竹居J と藤井厚二展

一 日本の気候風土に根ざした

住宅の追求-

ギ ャラリ ーエークワ ッドでは、 「木造モダニ

ズムJ を取り上げた企画を開催している。今

回は「聴竹居j を中心に幾つかの住宅作品を

通じ「その国を代表する建築は住宅である」

と言 う名言 を残した JI，刺 |二!享二の住宅への想、い

を紹介する 。

会期 2009年11 月11 日( 水) - 12月24日( 木)

10:  00- 18 :  00 (日 - 祝休館)

会場 ギャラリーA

東京都江東区新砂1- 1-1)

料 金 無 料

0 シンポジウム

日時: 2009年11月27日 ( 金) 18 :  30-

基 調 講 演 藤 森 ! !自信( 建築史家、建築家、東

京大学教授

シンポジウム 藤森!! 自信、 小泉和子( 生活史

0 見学会

研究家、 昭和のくらし博物館

館長) 、 小泉雅生( 建築家、

首都大学東京大学院准教授)

日時: 2009年 11 月281:1( 土) 午後

場所聴竹居、野村邸茶室

砂建築ワークショップ「ジ、ャパニ

ーズ・モダンを考える」

旧軽井沢に建つJIお由美術館では様々なアート

の形を提H自し、 芸術の交流 ・発信の拠点とし

て活動を統けている 。本ti 日iではゲス トを招い

たシンポジウム等、 「建築j を様々な視点や

角度から捉えた定期的な勉強会を開催してい

る。

日 時 2009年10月24日( 土)

会 場 脇 由 美 術 館

長野県北佐久郡軽井沢町旧道1570- '1

参加賀 3，500円 ( ドリンク 付、税込み)

定 貝 150名( 先着順)

問合せ・申込先:

脇田美術館 (0267-42-2639)

Oスケジュール

13 :  00- 15  :  00 ゲスト ・トーク( 謝|櫛 2F)

15  :  00- 17 :  30 ["ア トリエ山荘」見学

Oゲス ト

松本哲夫( 会11持デザイン研究所所長 ・建築家)

益子義弘( 東京慈術大学名誉教授 - 挫築家)

松限 洋( 京都工芸繊維大学教授 ・建築史家)

砂東京タワーの真下に巨大ラグビ

ーボ- ) レが出現

ップのプロモーションを兼ねて、ニ ュージー

ランド政府観光局は、東京タワーの南側駐車

場にジャイアント ・ ラグビーボー ｪ レ ・ ｊｾ ビリ

オンを設世する 。

ジャ イアン卜 ・ラグビーボールはおよそ全長

25m 0111日7m
o

高さ 13m・収容人数約160人。

2基の エアポンプで毎秒8000 リッ トルを送

風 しており、普通のラグビーボールなら約60

万個が入る大きさで、内部は360度の巨大ス

クリーンとなり 、ニ ュージーランドの 1ｾ央ｻ 象で

バーチャルツアーを楽しめる 。 入湯 Ｑ ＡＡｾ 料

|井If間切1m 2009年10月29日- 11 月 3 日

10: 00- 17 :  30 ただし 10/31は

11 :  00- 14 :  00、 1113は21 :  00 

まで。



編集委員会

第 5 回編集委員会

8 月19EI ( 水) 18 :  00- 19  :  40 

出席者 設楽委員長ほか 5名

級 事 ( 1)  9月号特集「第56回青年技

術者J の報告

( 2)  10月号特集「地域の歴史資

; r g を活かしたまちづくり」

の報告

( 3)  11月号特集「第16回会員作

品特集号“ 私の空|間作法"J

の報告

( 4)  12月号特集「構造家 日記~

頭の 中 をのぞいてみたら

- J の報告

( 5)  1 月号特集「日建設計創業

110周年j の報告

(6 ) 各小委員会・分科会の報告

( 7 ) 収支状況報告

第 5 団法令分科会

8 月19日( 水) 15 ・00- 16 : 30 

出席者 鷲尾幹事ほか 2名

議 事 ( 1)  r法令コーナー」の企画

( 2)  10月号「地域の歴史資産を

活かしたまちづくり J 特集

の企画

( 3 ) 情報交換

第 5 回構造分科会

8 月 7 日 ( 金) 18 :  00- 20 :  00 

出席者 岸本幹事ほか 6 名

議 事 ( 1)  r桝造の頁」の企画

(2)  12月号「構造家日記~頭の

中をのぞいてみたら - J 特

集の企画

第 4 回設備分科会

8 月 5 日( 水) 18:  00- 20  :  30 

出席者 赤 津 幹 事 ほ か 6名

議 事 ( 1 )  r設備の頁」の企画と設備

特集

( 2 ) 見学会の企画

( 3 ) 新企画の提案

第 5 回作品作風小委員会

8  j=J  27日( 木) 19 :  00- 20 :  00 

出席者 居内副委員長ほか 9名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲載状況並びに掲載

予定の報告

( 3)  r  gall eryJ 掲載報告 ・予定

( 4 ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第 5 回広告企画小委員会

8 月19日( 水) 17:  00- 18 :  00 

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1)  9 月号特集「第56回青年枝

術者J の関連広告の検討

(2)  10月号特集 rj 山城の歴史資

EE を活かしたまちっくり J

特集関述広告検討

( 3)  11月号「第16回会員作品特

集“ 私の空| 制作法つ特集

関連広告検討

( 4 ) 広告掲載状況の報告

( 5 ) 広告企画小委員会担当 2 月

号特集の企画検討

( 6 ) 収支状況報告

第 5 回10年委員会

8 月4 日( 火) 18 :  30- 20 ・00

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1  ) 第 3 IE! I学生のための現場見

ｾＮ｢＠

て「ヱス

( 2 ) 第 2 回大阪 「かくれたええ

とこ J 再発見コンクール

見学会

「中之島ダイビル見学会J 開催

8 月5 EI  ( 水) 14: 00- 16 ・30

講 師 川島 克也氏 側 日建設計

主J 中 秀樹氏 ダ イ ビ ル(附

参加者 48名

/1' .!1百者 瀬戸川委員長ほか 3名

「ダイキン工業側 堺 製 作 所 金 岡 工 場

見学会J (r 次世代空調デシカ j 見学) 開催

8 月26日( 水) 13 : 00- 16 : 00 

参加者 16名

出 席 者 赤潔委員ほか 3名

水配管レス調湿外気処理機rOESICAJを見る

入 会 者 ( 敬称略)

〔個人正会員〕

石山 直希 附竹中工務底

熊 野 豪 人 側竹中工務鹿

見学会を終えて

・「中之島ダイビルJ

今年 3 月に竣工した中之島ダイビルの

見学会は、情報見学小委員会の企画のも

とに約50名の参加者を得て開催すること

ができました。 ビルは京阪中之島線波辺

橋駅の西側、堂島川の南iJll Iに立地し、利

便性と環境に恵まれた位置にあります。

ビルの玄関には近代建築の面影があり、

エントランス部分は吹き抜けで、天井が

13メートルと高く開放感があり、ゆったり

した感じがしました。事務所階では柱を

窓の外側へ配置することにより、有効ス

ペースが広くなるとともにフロアの見通

しが極めてよく机や機滞の配i置がしやす

く工夫されていました。また、各部屋に

外気の導入が可能であるとか、すぐれた

制震構造、セキュリテイシステム、ヘリ

ポートがあるなどのきわめて利便性にす

ぐれたビルであることが型解できました。

今後、商業施設がすべて入れば、 中之

島近辺の名スポ ットとなるごとと 思いま

す。

設計者の側 日建設計の川島克也氏と、

丁重なおもてなしをいただいたダイビル

側の針中秀樹氏をはじめとする関係者の

皆様に厚くお礼を申し上げます。

・「次世代空調デシカJ

ダイキン工業堺製作所は堺市金岡にあ

りますが、工場の入り口がどこかわかり

ませんでした。工場の広さは117，000ば

ということで¥なるほどと思L 、ました。

同工場においては環境に配慮したエコ

空調機デシカを製作していますが、その

特徴は乾燥剤( ノ、ィブリッドデシカ素子)

を用いて空気中の湿気を除去し温度をコ

ントロールするというところにあり、水

配管が不安で、配管コス トの削減ができ

るということです。工場内のコンビニエ

ンスストアで実用試験中でしたが、今後

改良が進めばオフィスなどでの導入がiffi

むものと思われます。

工場の中には整然とした何本もの生産

ラインがあり、当日は空調機が完成して

いく様子を興味深く見ることができまし

た。 ここで知り得たのは、空調機という

のは銅製の極めて訓IIP管で冷媒( ガス)

を利用して源度を下げているということ

でした。また、この工場においては資源

の再利用とごみの減量化を進め、同時に

コストを下げることに努力しておられた

ことが印象的でした。

懇切丁寧な応対をしていただきました

ダイキン工業の関係者の皆様に厚くお礼

を申し上げます。 ( 事務局/ 林 新一)
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作昌作昆 中之島公園協賛広告

(J  ' ¥ラ植栽)

京阪園芸株式会社

〒573-0061 大阪府枚方市伊加賀寿町1-5 TEL.072-844-1134 (代) FAX.072-846-4841 h社p: //. www. keihan- engei. com/  

(施設)

株式会社アイディ

〒545-0051 大阪市阿倍野区旭町ト2-7 TEL.06-6634-6601 FAX.06-6634-6603 http: // www. aidy.jp 

(施設)

株式会社大薮製作所

〒630-8402 奈良県奈良市米谷町826 TEL. 0742-62-9600 FAX. 0742-6ト 6844

(施設)

株式会社コトブキタウンスケープカンパ二一関西支庖

干550-0002 大阪市西区江戸堀ト25-7江戸堀ヤタニビル2F T Eし06-6443-8833 FAX.06-6443-7717 http:// www. kotobuki . co.jp/  

(施設)

株式会社アボック社大阪営業所

〒540-0032 大阪市中央区天満橋京町3-5福助ビル901号 T EL. 06-6942-8466 FAX. 06-6942-8449 http: // www. aboc. co. j p/  

(舗装)

太平洋プレコン工業株式会社

干530-0003 大阪市北区堂島2- ト16 Ｈ フ ジ タ東洋紡ピ ｊｾＩ TEL.06-6344-6212 (代) FAX.06-6344-9280 h口p: //www.t-pc.co. jp/  
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し、

) 日本建築協会が角

会のおさ

ご入会に

会員は、建築関係の幅広い分野( 設計事務所、ゼネコン、官公庁、

教育 ・研究機関、メーカーなど) から個人や団体が参加し、活動し

ておりまt九 21世紀の建築界発展のために、またあなた自身が異業

種の方々と交流され、社外ネットワーク形成に役立てていただくこ

とも可能でま戸

※ 建築に興味をお持ちの方ならどなたでもご入会いただけます( 資

格は問いません) 。

建築に関連する各種の活動を行っている日本建築協会に、

なりませんか!

. 入会申し込み方法

当会ホームページ (http:/ / www.aaj.or. jp) の入会申込

み画面に記入送信するか、入会申込フォームをプリ

ントアウトし、 FAXまたは郵送にて、下記あてお送り

ください。

6984 

〒540- 6591

大阪市中央区大手前 1- 7- 31

OMMビル7階

制日本建築協会

Eメールアドレス : soumu@aaj . or. jp  

TEL:  06- 6946- 6981  F AX:  06- 694 

. 会員の特典

女ユニークで新鮮な内容を誇る会誌「建築と社会」

が毎月配布されます二

女話題の建築物、一般では未公開の施設等の見学

会や建築関係の著名な講師の講演会 ・講習会に

会員割引で優先的に参加できまt九

女協会所蔵の貴重な図書 ・資料の閲覧等ができま

式

会誌「建築と社会」に建築作品、研究報告、

t- 卜、ニュース等を投稿できますL

* 青実技術者の顕彰に応募できま太一

宮崎協会 各種委員会活動に参画し、様々な情報交

換・社外交流の場として利用できま1九

レ

個人正会員

会 費

年額 14，400円

年額 12，600円

年額 25，000円/ 口

年額 8，400円

会員の種別と会費

会員の種別

一「石 Eおよび支部地域

上記以外の地域

団体正会員

学生会員

正

会

員
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社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史j

A4半IJ ・240頁・並製本

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により、増刷 。頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 ・240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ i 建築と社会j の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会 ・展覧会 ・誘演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 ー関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ。口フィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 賓・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・横漬 勉・

松本属象・宗兵蔵・園部文雄・日高幹・野村郎・古字国 賓・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄 ・中還誠一郎 ・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎 ・竹中錬ー・鷲尾健三・松村雄吉 ・

横尾義貫・足 立 孝)

. 座談会 「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一 ・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  
本

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 - 執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大 阪 マ チ ャ ン ダ イ ズ-マ トピル7階B室

TEL 06- 6946- 6981 FAX 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円( 税送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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空調・衛生・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

社 ・本庄 東京都港区浜松町1- 25- 7 ＺｕＺｾ古 ＰＳ ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大阪市淀川 区加 ね1- 58- 59 lt!:話06 (6302) 2270 

支 庖 北 海 道/ 東 北/ 北関東/ 械浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

。［九 ｉｾ
¥; / '" ハ! "  '- - ' ¥7 

wとhave hope  

. 印 麟 . 緩 ポスター. カタログ‘ パンフレ y卜. ・錆. 年. 、社J e.

ot 伝文字、画像データ処理

・メディア' ' ' " ｓｐ フランニングコンサルテインタ Ｎｉ ｔＧＩｉＩｾーションＮ
we b&Uメディアコンテンツ企画区制作

• ，、株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干5め∞43 大阪市北区天満 1-9- 19

tel :( 侃 ) 6351- 7271 ( 代) fax: (00) 6352- 7479 

第二ピ ル 干 ＵＳｾ ∞ ＴＳ 大阪市北区天満ト ＱＱＭＸ

tel: (00) 6351 -012日( 代) fax: (00) 6351 -0208 

京支社 干105- 0 0 J 4 東京都港区浜松町 1-2- 1

光浜松町ピル7F

tel :( 凶) 3433- 5211 ( 代) fax:(ω) 5776- 7733 

(1自社名ナニワ印刷湖‘ 日本データネッH制}

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

・mヲイヲシ械式会社

窓底・大臣本桂 〒550-0002 大阪市両区江戸掘 1丁目9番25号 電話 (06)印刷 8231

東 京 本 社 〒 102-0071 111京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電話 (03) 326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京郡 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高怯 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前 橋 長 野 ・静岡 ・豊田 - i' I! ・7官山 ・

福井 ・徳 山 松 山 高 知 ・北 九 州 鹿 児 島 ・那噺

出 張 所 組 川 楠 島 川 崎 ・松江 ・徳 島 下 関 長 崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 干354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 ( 0492) 58- 1511

地球環境を守り、100年建築に貢献する

N A C L  のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

http: // nacl j p E-mai l :sc@nacLcojp 

本部営業部 〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁目7番 26号 NACL t - ル2 階

T E L  ( 06) 6843- 1235 (代) F AX  (06)6853- 1632 

東京事務所 〒 ＱＱＱ Ｍ ∞ ＵＱ 東京都台東区蔵前 Ｒ 丁目 Ｗ ＭＲ 東京 ｎａｃｌｴ Ｇ ｊｾ

T E L  ( 03) 3862- 0978 ( 代: ) F AX  (03)3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-安ニ.InCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ｊｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 守ＧＮＺＺＱＭ子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ言、［ 七＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・子ニ. InES(土質安定用 制 材 ) 地盤補強用薬注入

・安二J nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

浜 宗 産 業 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 本 社 ・京都 ・京丹 後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 07 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

.，0... 

: D:  社



制

消?

戸t

ttT 

N

O

O

ω

4

0

 

〈

口

一

.

U

{

)

Z

口

一

口

一

山

一

什

洋

回

路

〉

田

材

協

精

蕊

ゆ

4

m

a

S

ふ
閉
山

w

-

u

庁

罰

丑

n

す

》

岡

外

川

市

当

ア

ア

ヨ

暗

部

0

0

・
0

@

ゐ
m

・
0

@

∞
-

2

p

x

・0

0

・
a

@

必

令

。

ω

∞ゐ

z

g
ミ

老

若

〈

〈

ω

2

0

『

』

百

期

国

-

回

4

田

誠

司

酒

田

苫

E
相

ω

酒

呂

田

舗

u

蕗

騨

副

書

話

昌

一

的

印

z
s
-

M
ゐ

革

問

刻

ま

れ

る

歴

史

、

受

け

継

が

れ

る

都

市

の

記

憶

。

アルミニウム、コンクリート、ガラ

ス、石、タイル- 。さまざまな素材

の競演が生み出す多彩な表情と色

彩のコントラストがビルの外壁を彩

り、都市の空間を豊かに演出しま

す。不二サッシは、 1958年に圏内

で初めてアルミサッシの製造販売

を開始し、一貫生産によるサッシ、

カーテンウオールのパイオニアと

して園内外の数々のビッグプロジ

ェク卜に参加してまいりました。特

にわが国初の超高層ビルとして名

高い「ホテルニューオータニ」から

始まるカーテンウオールの技術は、

現在の最新鋭のビルにも活かされ

ています。歴史を刻み都市の記憶

を受け継ぐさまざまなビルの表情

を生み出すために、不二サッシは常

に新しい挑戦を続けています。
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窓から夢をひろげていきます

ｾ］ｴｉＺＺｊＧＡＯ＠

03379-10 雑誌

干141 -0032 東京都品川区大崎5・6- 2 (都五反田ピル) T EL. 03・5745- 1252

〒541- 0047 大阪市中央区淡路町3- 5- 13 (創建御堂筋ピル4 F)

東京支庖

大阪支庖

不二サッシ株式会社


